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1 私を育てたあの時代、あの出会い

生徒を、学校を元気にする術をその言葉と行動に学んだ
愛知県岡崎市立翔南中学校校長◎加藤政幸

28 Benesse発　これからの教育

小中の綿密な連携で育む英語コミュニケーション能力
岐阜県多治見市立笠原中学校

30 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

皆で授業を改善していく文化を、私を育ててくれたこの地に根付かせたい
佐賀県吉野ヶ里町立三田川中学校◎吉田喜美子
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主体的に学びに向かいにくい今の中学生の心に火をつけるには？
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生徒の心に火をつける

 発足のごあいさつ

　このたび、加速し複雑化する“子育て・教育環境の変化”に迅速かつ総合的に対応し、
一層の社会貢献を果たす目的の下、株式会社ベネッセコーポレーションの研究機関である「ベ
ネッセ教育研究開発センター」「ベネッセ次世代育成研究所」「ベネッセ高等教育研究所」「ベ
ネッセ食育研究所」の研究機能を、「ベネッセ教育総合研究所」に統合する運びとなりました。
　今後も、「子どもたちの未来」と子育て、教育のあるべき姿を模索し、社会に貢献できる
民間の教育研究機関を目指して活動してまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、なに
とぞよろしくお願い申し上げます。 2013 年 8月吉日

ベネッセ教育総合研究所所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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デジタル、英語領域

情報誌、WEBサイト運営

誰もが自分を表現できる学校風土が生徒を伸ばす
宮城県名取市立増田中学校

学校事例１

認められる経験を通じて培う自尊感情がやる気を生み出す
福井県永平寺町永平寺中学校

学校事例2

個に応じた見取りと指導で生徒の背中を押す
東京都世田谷区立太子堂中学校

学校事例3

生徒の新たな面を見付けて褒め、生徒自ら設定した上限を取り払う
三重県四日市市立楠中学校

学校事例4

私たちが実践する子どもの心への火のつけ方─ ハタモク代表・與良昌浩さん、川崎フロンターレ・川口良輔さん

段階を踏みながら生徒を自発的な学びに向かわせる
上越教育大教授 中山勘次郎
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1979（昭和54）
岡崎市立竜海中学校
に新採で赴任。
大久保慎一先生と
出会う

1987（昭和62）
岡崎市立岩津中学校
に赴任

2008（平成20）
岡崎市立城南小学校
に教頭として赴任。
翌年、校長に昇任

2011（平成23）
愛知県教育委員会
西三河教育事務所
に勤務

2013（平成25）
新設校の
岡崎市立翔南中学校に
初代校長として赴任

1993（平成5）
岡崎市立矢作北中学校
に赴任

1999（平成11）
岡崎市立北中学校
に赴任。
校務主任を務める。
同年、大久保先生も
校長として赴任

北中学校での日々や、
大久保先生の
「校長メモ」を
それぞれ冊子にまとめた

2004（平成16）
岡崎市立矢作中学校
に教頭として赴任
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そ
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i
教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
加
藤
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第14 回

1

生
徒
が
自
分
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
生
徒
理
解

　

私
は
大
久
保
慎
一
先
生
と
２
度
、
同
じ

学
校
に
勤
務
し
、
先
生
か
ら
教
師
と
し
て

の
全
て
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
出
会
い
は
私
の
初
任
校
で
す
。

大
久
保
先
生
は
体
育
、
私
は
数
学
と
担
当

教
科
は
違
い
ま
し
た
が
、
当
時
32
歳
の
大

久
保
先
生
は
、
同
じ
年
に
赴
任
し
た
新
米

教
師
を
気
に
掛
け
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

他
の
先
生
も
交
え
て
よ
く
飲
み
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。店
は
必
ず
学
区
内
。

「
教
師
が
学
区
内
で
物
を
買
い
、
食
べ
て

飲
む
こ
と
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
学
校
を
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
」
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

店
で
、
授
業
の
考
え
方
、
部
活
動
の
意
味

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
学
ん
だ
の
は
、
生
徒
と
向
き
合

う
姿
勢
で
す
。
先
生
は
礼
儀
や
態
度
に
と

て
も
厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
生
徒
か
ら

厚
い
信
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
家
庭
訪
問
を
し
、
生

徒
を
ち
ょ
っ
と
連
れ
出
し
て
じ
っ
く
り
話

を
す
る
。
自
分
の
給
食
の
配
膳
は
学
級
内

で
疎
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
生
徒
に
１
年
間

任
せ
、
部
活
動
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
以
外
の

生
徒
ほ
ど
よ
く
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
生
徒
指
導
で
悩
ん
で
い
る
と
、
先

かとう・まさゆき　専門教科は数学。岡崎市立北中学校赴任後、岡崎市小中学
校教職員組合執行委員長を２年間務める。赴任先の各校で野球部の顧問を務め、
翔南中学校でも顧問に名を連ねる。

北中学校での日々や
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生
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
生
徒
を
外
か

ら
見
て
ど
う
い
う
子
か
を
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
生
徒
が
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
か
を
、
教
師
が
分
か
っ

て
い
る
こ
と
が
真
の
生
徒
理
解
だ
」。

　

生
徒
の
見
え
な
い
部
分
を
ど
う
す
れ
ば

理
解
で
き
る
の
か
。
私
は
生
徒
の
生
活

ノ
ー
ト
を
毎
日
読
み
、
生
徒
が
２
ペ
ー
ジ

書
い
て
き
た
ら
、
私
も
同
じ
分
、
赤
ペ
ン

で
思
い
を
書
き
ま
し
た
。
自
分
が
心
を
開

か
な
け
れ
ば
生
徒
も
心
を
開
か
な
い
と
思

い
、
学
級
通
信
に
自
分
の
中
学
時
代
を
綴

り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
生
徒
を
本

当
に
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
生
活
ノ
ー
ト
が
年
３
、４

冊
に
上
る
ほ
ど
や
り
と
り
を
し
た
生
徒
が

い
た
の
は
、
そ
う
し
た
努
力
を
感
じ
て
く

れ
た
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。

毎
日
の
「
校
長
メ
モ
」
に

指
針
と
勇
気
を
も
ら
っ
た

　

２
度
目
の
出
会
い
は
、
大
久
保
先
生
が

校
長
、
私
が
校
務
主
任
と
し
て
や
は
り
同

じ
年
に
赴
任
し
た
学
校
で
す
。
い
わ
ゆ
る

荒
れ
の
状
態
に
あ
り
、
立
て
直
し
の
た
め

教
職
員
が
半
数
入
れ
替
わ
っ
た
年
で
し
た
。

　

第
１
回
の
職
員
会
で
、大
久
保
先
生
は

「
や
り
ま
し
ょ
う
。
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

全
て
の
責
任
は
私
が
取
り
ま
す
」「
こ
れ

だ
け
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
出
来
な
い
こ

と
は
な
い
。
出
来
な
い
の
は
相
手
が
強
い

か
ら
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
努
力
が
足
り

な
い
と
思
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
に
職
員
室
の
空
気
は
明
ら

か
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
生
は

自
ら
行
動
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
つ

は
文
化
祭
で
の
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。
生
徒
に

学
校
へ
の
誇
り
を
持
た
せ
た
い
と
提
案
。

自
ら
先
進
校
を
視
察
し
、
専
門
家
を
講
師

に
招
き
ま
し
た
。
生
徒
は
少
し
ず
つ
真
剣

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
地

元
の
祭
り
に
も
参
加
。
地
域
の
人
々
か
ら

温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
久
保
先
生
は
学
校
で
の
出
来

事
を
通
し
て
、
教
育
の
本
質
、
心
構
え
、

あ
る
べ
き
教
師
像
を
厳
し
く
、
時
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
伝
え
る
「
校
長
メ
モ
」
を

毎
日
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
み
、
実

践
す
る
こ
と
は
日
々
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
メ
モ
は
先
生
方
の
努
力
が
認
め
ら
れ

る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
大
久
保
先
生
は

朝
６
時
に
学
校
に
来
て
、
掃
除
を
し
な
が

ら
校
内
を
点
検
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
腰

を
痛
め
た
た
め
、
私
が
一
緒
に
回
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
「
２
人
で
学

校
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
回
っ
て
い
る

と
、
自
然
と
勇
気
が
出
る
。
同
志
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
た
の
で
す
。

　
「
学
校
が
一
枚
岩
に
な
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
こ
の
時
ま
さ

に
全
教
職
員
が
校
長
を
中
心
に
１
つ
と
な

り
、
生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

私
は
今
年
、
新
設
校
の
初
代
校
長
に
着

任
し
ま
し
た
。
生
徒
が
喜
ん
で
来
て
く
れ

る
学
校
、
先
生
が
働
き
た
く
な
る
学
校
、

地
域
の
人
か
ら
応
援
さ
れ
る
学
校
に
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
開
校
式
で
は
う
れ
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
来
校
者
は
皆
、

校
舎
や
校
庭
を
す
ご
い
と
褒
め
て
く
れ
ま

す
。
い
つ
か
中
身
を
褒
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
」
と
言
う
と
、
生
徒
は
大

き
な
声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
も
教
職
員
の
初
顔
合
わ
せ
の
日

か
ら
毎
日
、「
校
長
つ
う
し
ん
」
を
配
付

し
て
い
ま
す
。「
通
信
」
と
「
通
心
」
の
意

味
を
込
め
て
「
つ
う
し
ん
」
と
し
ま
し
た
。

１
年
間
で
全
教
職
員
を
登
場
さ
せ
る
つ
も

り
で
す
。
生
徒
と
直
接
向
き
合
う
の
は
現

場
の
先
生
方
で
す
。
そ
の
先
生
の
成
長
を

支
え
る
の
が
私
の
役
目
と
心
得
、
新
し
い

学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

生徒を知ろうとする教師の努力を
生徒は感じ取り、心を開く

［中学版］ 2013  Vol .2
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生
徒
が
主
体
的
に
前
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

教
師
は
生
徒
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

生
徒
の
心
に
つ
い
た
火
が
燃
え
続
け
る
た
め
に
、

教
師
に
出
来
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

今
号
は
、
教
師
が
常
に
考
え
続
け
て
い
る
こ
の
問
い
に
、

正
面
か
ら
向
き
合
い
た
い
。

特
集生

徒
の
心
に

火
を
つ
け
る

◎中学生の頃の私は、くよくよ悩むタイ
プで何事においても自信がありませんで
した。そんな私に「焦る必要はない。失
敗を恐れることはない。失敗してもいい
から前向きに取り組みなさい」と声を掛
けてくださいました。その言葉を聞いて、
何だかふっと気持ちが軽くなりました。
今、いろいろなことに積極的に行動でき
るのも、この先生と出会ったからだと思っ
ています。

＊学びの意欲の研究として実施した高校生による
　ワークショップ
　http://benesse.jp/berd/hirakemirai/

中学校時代の先生の思い出
「高校生未来プロジェクト」＊ に
参加した高校生の声より

＊「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／ベネッセ教育総合研究所「第２回子ども生活実態基本調査」（2009年）
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Q.あなたが勉強しているのは、どうしてですか
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成績が良いと親がほめてくれるから

成績が悪いと親にしかられるから

「ほめられるから」勉強する子どもは減少
中学生で「しかられるから」勉強する子どもが増加
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課
題
整
理主

体
的
に
学
び
に
向
か
い
に
く
い

今
の
中
学
生
の
心
に
火
を
つ
け
る
に
は
？

生
徒
が
主
体
的
に
な
れ
な
い
要
因
を
デ
ー
タ
か
ら
探
る
と
共
に
、

Ｐ
．６
か
ら
紹
介
す
る
学
校
事
例
を
基
に
、
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

調査結果を見ると、中学生が学びに向かいにくい実態が浮かび上がる。
まず、日本の中高生の自己肯定感は、海外の中高生と比較して低い（図１）。
また、学習に対する前向きな気持ちが中学校時代に低下することがうか
がえる（図２）。更に、中学生になると、勉強の仕方が分からないと感じ
る生徒が急増する（図３）。中学校時代に自己肯定感を高めたり、勉強の
仕方が分かったりすると、生徒は主体的に学びに向かうかもしれない。

データに見る中学生の意識

諸外国に比べて、自信のない日本の中高生図１

学習に前向きな動機を見い出す生徒が中２で減少図２

日 本 中学生
高校生

Q.自分はダメな人間だと思いますか

Q.あなたが勉強しているのはどうしてですか

上手な勉強の仕方が分からなくなる中学校進学時図３

Q.次の項目に当てはまりますか

出典／日本青少年研究所「中学生・高校生の生活と意識ー日本・アメリカ・中国・韓国の比較」（2009年）

図２・図３出典／ベネッセ教育総合研究所「第２回子ども生活実態基本調査」（2009年）

＊「とてもそう」＋「まあそう」の％

＊「とてもそう」＋「まあそう」の％

1000 20 40 60 80
（％）

韓 国 中学生
高校生

中 国 中学生
高校生

3.4

2.6

アメリカ 中学生
高校生

4.7
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8.3 37.0

24.3 63.67.7

9.5 16.2 55.4
14.0 19.7 55.37.6

34.1 52.710.1

43.2 11.1

42.7 25.5 8.0

100

80

60

40

20
小４生 小５生 小６生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生

問題が解けると
うれしいから

いろいろな考え方を
身につけることが
できるから

友だちに
負けたくないから

今まで自分が
できなかったことが
できるようになるから

70.6

51.9 51.3

44.7

66.3
53.1

65.6

52.9

59.9

58.6

62.4
69.1

100

80

60

40

20
小４生 小６生小５生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生

64.5

34.4 36.6
42.9

73.3 73.6
79.6 78.9

（％）

（％） 上手な勉強の仕方が分からない

http://benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/index.html
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課題解決の糸口

生徒の心に火をつけるために、学校と教師はどうかかわるか

生徒一人ひとりの誕生日に「おめでとう」と言う
福井県永平寺町永平寺中学校　宮下洋一校長

P.11

間違えるのは当たり前という意識を浸透させる
福井県永平寺町永平寺中学校　竹内文江先生

P.12

大勢の先生がいつも見てくれているという安心感
三重県四日市市立楠中学校　井上弘之先生

P.22

みんなの前で活躍する「デビュー」の機会をつくる
宮城県名取市立増田中学校　川口哲央先生

P.8

リーダーとして責任を持たせ、一人前として扱う
福井県永平寺町永平寺中学校　田上由美先生

P.13

生徒自身が頑張ったと思うことを認め、具体的に褒める
三重県四日市市立楠中学校　佐藤正倫校長

P.20

教師自身が妥協せず、高い目標を持ち続ける
宮城県名取市立増田中学校　大森浩美先生

P.9

授業の魅力や活動の意義を熱く語る
東京都世田谷区立太子堂中学校　冨士道正尋校長

P.16

結果だけでなく、各生徒の努力のプロセスを大切にする
東京都世田谷区立太子堂中学校　宍戸弘子先生

P.18

生徒個々の学習のつまずきに丁寧に対応する
三重県四日市市立楠中学校　上原啓江先生

P.22

トライ＆エラーを繰り返し、自分で考える機会を与える
株式会社川崎フロンターレ　川口良輔さん

P.25

授業の中で生徒オリジナルのものを引き出し、生徒同士で共有し合う
宮城県名取市立増田中学校　佐藤俊隆校長

P.6授業

知りたい意欲を
引き出す

結果

生徒

トラ

方法を
明確に示す

教師

授業
目標を持つ
意義を伝える

みん

リー

生徒生徒

自信を
付けさせる

生徒の心に

生徒

間違

大勢

自己肯定感
を持たせる

最後に発展的な内容を話し、余韻を残して授業を終える
東京都世田谷区立太子堂中学校　加藤清春先生

P.17

模範解答のない問題と向き合うことの楽しさを体感させる
ハタモク代表　與良昌浩さん

P.24

　

今
号
で
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が

生
徒
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
か
を

丁
寧
に
取
材
し
、紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
己
肯
定
感
」
を
育
み
、「
自

信
」
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
生
徒
が

前
向
き
に
行
動
す
る
た
め
の
土
台
と

な
る
と
い
う
考
え
は
、
ど
の
先
生
も

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
目
標
を
持
ち
、
目
的
や
意
義
を

伝
え
、
具
体
的
な
手
順
を
丁
寧
に
示

す
こ
と
で
、
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出

そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。例
え
ば
、「
失
敗
」は
キ
ー
ワ
ー

ド
の
１
つ
。
永
平
寺
町
永
平
寺
中
学

校
の
竹
内
文
江
先
生
が
語
る
よ
う
に

「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
」
と
思
え
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
が
、
生
徒
は
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
目
標
を
見
付
け
、
更
に
、
前
に
進

も
う
と
い
う
意
識
を
強
め
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

　

学
校
現
場
に
は
、
学
び
だ
け
で
な

く
、
生
徒
が
前
向
き
に
取
り
組
め
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ
り
ま

す
。
正
解
は
も
ち
ろ
ん
１
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
紹
介

し
た
先
生
方
の
実
践
を
、
読
者
の
先

生
方
そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
策
を
探
る
糸

口
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

情
報
編
集
室
室
長

小
泉
和
義

編
集
部
か
ら
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S c h o o l  D a t a
◎1947（昭和 22）年開校。「一
人ひとりが光り輝く学校」を教育
目標に掲げ、自分から考え、表現
し、活動できる生徒の育成を目指
す。部活動が盛んで、県中総体や
東北大会に多数の部活動が出場
している。

校長◎ 佐藤俊隆先生　

生徒数◎ 533 人　　学級数◎１7学級（うち特別支援学級２）

所在地◎ 〒981-1224　宮城県名取市増田字柳田 230

TEL◎ 022-384-2329

URL◎ http://academic4.plala.or.jp/masu-jhs/

公開研究会◎未定

　

生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
は
総
じ
て
自
分
に
対
す
る
評

価
が
低
い
よ
う
で
す
が
、
私
は
子
ど
も
の
能
力
が
低

い
と
は
決
し
て
思
い
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

の
持
ち
味
を
適
切
に
評
価
し
、
そ
の
頑
張
り
を
教
師

が
き
ち
ん
と
認
め
る
。
生
徒
自
身
が
「
自
分
の
考
え

を
表
現
し
て
い
い
ん
だ
」「
自
分
は
出
来
る
」
と
思

え
る
よ
う
な
学
校
を
つ
く
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。

　

ど
の
生
徒
に
も
得
意
、
不
得
意
が
あ
り
ま
す
。
授

業
で
力
を
発
揮
で
き
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
部
活
動
の

中
心
選
手
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
り
、
行

事
の
盛
り
上
げ
役
と
し
て
周
囲
か
ら
一
目
置
か
れ
る

存
在
だ
っ
た
り
、
一
人
ひ
と
り
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
良
さ
に

自
信
を
持
ち
、
学
校
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

と
な
る
た
め
に
、「
授
業
」「
学
年
・
学
級
づ
く
り
」「
生

徒
会
活
動
」「
学
校
行
事
」「
部
活
動
」の「
５
つ
の
場
」

の
大
切
さ
を
、
教
職
員
全
員
で
共
通
理
解
を
図
り
な

が
ら
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
私
が
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
学
校
便
り
の
発
行
で
す
。
生
徒
の
取

り
組
み
や
活
躍
の
様
子
を
、
時
を
置
か
ず
に
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
動
や
感
激
を
生
徒
や
保
護
者

と
共
有
し
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
次
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

本
校
の
あ
る
名
取
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

誰
も
が
自
分
を
表
現
で
き
る

学
校
風
土
が
生
徒
を
伸
ば
す

宮
城
県

名
取
市
立
増
田
中
学
校

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
生
徒
の
多
く
が
被
災
し
た
名
取
市
立
増
田
中
学
校
。

「
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
す
に
は
、
学
校
が
安
心
し
て
自
分
を
表
現
で
き
る
場
所
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

佐
藤
俊
隆
校
長
は
言
う
。
教
師
は
ど
の
よ
う
に
生
徒
と
向
き
合
い
、
活
躍
の
場
を
与
え
て
い
る
の
か
。

学
校
事
例

1
「
５
つ
の
場
」を
大
切
に
し

生
徒
の
自
己
実
現
を
支
援
す
る

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

学
校
を
生
徒
が
自
信
を
持
っ
て
自
分
を
表
現
で
き
る
場
に

　

佐
藤
俊
隆
校
長
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地
で
、
本
校
周
辺
に
も
５
０
０
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で

津
波
が
押
し
寄
せ
、
３
人
の
生
徒
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
被
災
し
て
転
入
し
て
き
た
生
徒
は
29
人
、
仮
設

住
宅
に
住
む
生
徒
は
約
35
人
、
今
も
約
１
０
０
人
が

支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
全
校
生
徒
は
５
３
３
人
で

す
の
で
、
５
人
に
１
人
は
い
ま
だ
に
震
災
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
は
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
し
た
状
況
で
も
生
徒
は
け
な
げ
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
に
、
本
校
の
陸
上

部
が
初
め
て
県
の
駅
伝
大
会
で
男
女
共
に
入
賞
を
果

た
す
な
ど
、
生
徒
の
努
力
が
よ
う
や
く
報
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
い
ち
早

く
学
校
便
り
で
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も

生
徒
の
励
み
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
は
、
教
科
指
導
で
も
出
来

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
担
任
時
代
、担
当
の
英
語
で
、

定
期
考
査
の
２
週
間
前
に
毎
回
自
由
英
作
文
を
宿
題

に
出
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
に
提
出
さ
せ
た
英
作
文

を
、
私
が
添
削
し
て
か
ら
返
却
し
、
定
期
考
査
で
同

じ
内
容
を
書
く
問
題
を
出
す
の
で
す
。
テ
ー
マ
は
、

「
生
き
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？　

幸
せ
っ
て
ど
ん
な

こ
と
？
」
な
ど
、
生
徒
の
生
活
や
体
験
を
基
に
書
く

も
の
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
が
定
期
考
査
で
書
い
た
英
作
文
は
、
１
行
で

あ
っ
て
も
全
員
分
を
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
、
試
験
後

に
答
案
と
一
緒
に
配
り
、学
年
内
で
共
有
し
ま
し
た
。

生
徒
は
友
だ
ち
が
何
を
書
い
て
い
る
の
か
気
に
な
り
、

配
ら
れ
る
と
英
作
文
を
必
死
に
な
っ
て
読
み
ま
す
。

　

私
は
架
空
の
人
物
の
作
り
話
や
遠
い
世
界
の
話
は

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の

を
引
き
出
し
て
互
い
に
共
有
し
な
け
れ
ば
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
の
英
語
を
学
ぶ
意
味

は
な
い
は
ず
で
す
。
ど
ん
な
に
英
語
が
出
来
な
い
生

徒
で
も
、
言
い
た
い
こ
と
や
書
き
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
書
い
た
も
の
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
徒
に
英
語
を
読
む
必
然
性
を
与
え
る
と
共
に
、「
自

分
を
表
現
し
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

校
長
と
な
っ
た
今
は
、
生
徒
と
直
接
か
か
わ
る
機

会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
出
来
る
だ
け

機
会
を
見
付
け
て
、
生
徒
と
接
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
何
よ
り
、
生
徒
と
か
か
わ
る
こ
と
が
好
き
だ

か
ら
で
す
。
毎
朝
、
学
校
近
く
の
道
路
に
立
っ
て
交

通
安
全
指
導
を
行
い
、
生
徒
や
保
護
者
と
一
緒
に
花

壇
の
整
備
や
草
む
し
り
も
し
ま
す
。
部
活
動
の
大
会

前
の
激
励
会
（
壮
行
会
）
で
は
、「
花
さ
か
爺
さ
ん
」

を
替
え
歌
に
し
た
本
校
の
応
援
歌
を
歌
っ
て
生
徒
を

励
ま
し
て
い
ま
す
。

　

週
１
回
行
う
、
不
登
校
の
生
徒
の
た
め
の
勉
強
会

（
水
曜
勉
強
会
）
も
楽
し
み
の
１
つ
で
す
。
水
曜
日

の
夜
、
不
登
校
の
生
徒
を
学
校
に
呼
び
、
数
学
と
英

語
の
授
業
を
し
ま
す
。
生
徒
は
学
ぶ
面
白
さ
を
味
わ

い
、中
に
は
１
カ
月
ほ
ど
で
不
登
校
か
ら
立
ち
直
り
、

学
校
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
い
ま
す
。

　

通
常
の
授
業
に
も
出
来
る
限
り
顔
を
出
す
よ
う
に

し
ま
す
。
先
生
方
の
授
業
を
見
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
出
張
や
年
休
の
先
生
の
代
わ
り
に
私
自
身
が

教
壇
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
に
校
長
と
し
て
赴

任
し
た
中
学
校
で
は
、
１
年
間
で
60
時
間
ほ
ど
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
あ
る
時
は
、
参
加
希
望
者
50
人
を

１
つ
の
教
室
に
入
れ
て
、
授
業
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
授
業
に
お
け
る
か
か
わ
り
合
い
を
何
よ
り

も
大
切
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

　

補
欠
授
業
で
は
、
課
題
プ
リ
ン
ト
を
基
に
、
国
語

で
あ
ろ
う
と
数
学
で
あ
ろ
う
と
、
私
自
身
が
そ
の
教

科
の
授
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

英
作
文
を
生
徒
間
で
共
有
し

認
め
合
う
学
級
風
土
を
醸
成

人
生
や
生
活
に
根
差
し
た

本
質
的
な
テ
ー
マ
を
大
切
に

名
取
市
立
増
田
中
学
校
校
長

佐
藤
俊
隆　
さ
と
う
・
と
し
た
か  

「
生
徒
が
伸
び
伸
び
育
つ
よ
う
、
先
生
方
も

伸
び
伸
び
と
指
導
に
当
た
れ
る
学
校
環
境
を

つ
く
り
た
い
」

名
取
市
立
増
田
中
学
校

川
口
哲
央　
か
わ
ぐ
ち
・
の
り
お  

２
学
年
主
任
。
体
育
科
担
当
。「
学
年
の
先

生
方
と
は
常
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
共

通
理
解
を
図
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
」

名
取
市
立
増
田
中
学
校

大
森
浩
美　
お
お
も
り
・
ひ
ろ
み  

１
学
年
担
任
。
理
科
担
当
。「
高
い
目
標
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
生
徒
と
共
に
、
私
自

身
も
成
長
し
て
い
き
た
い
」

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです
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す
。
そ
の
際
、
気
を
付
け
て
い
る
の
は
、
教
科
の
課

題
に
、
生
徒
の
日
常
生
活
や
私
の
経
験
を
重
ね
合
わ

せ
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
英
語
で
は

人
権
や
自
然
環
境
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
と
重

ね
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
単
な
る
知
識
や
技
能
で
は

な
く
、
人
生
や
生
活
に
根
差
し
た
本
質
的
な
こ
と
を

大
切
に
し
、
知
識
を
総
動
員
す
れ
ば
解
け
る
よ
う
な

題
材
を
提
示
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

新
課
程
に
な
り
、
授
業
時
数
が
足
り
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
方
に
は
年
間
に
行
う
授
業
の

３
分
の
１
で
も
い
い
の
で
、
生
徒
の
心
に
響
く
面
白

い
授
業
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
の
教

育
の
ゴ
ー
ル
は
、
そ
の
教
科
を
好
き
に
さ
せ
て
高
校

に
送
り
出
す
こ
と
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
好

き
で
さ
え
あ
れ
ば
、
後
は
自
分
で
勉
強
す
る
よ
う
に

な
り
、
学
力
も
付
い
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
学
年
主
任
と
し
て

気
を
付
け
て
い
る
の
は
、
出
来
る
だ
け
生
徒
に
活
躍

す
る
機
会
や
表
現
す
る
場
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
担
任
と
相
談
し
、
普
段
人
前
に
立
つ
機

会
の
少
な
い
生
徒
に
、
中
総
体
へ
の
意
気
込
み
を
全

校
集
会
で
発
表
さ
せ
ま
し
た
。
一
言
、
二
言
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
前
で
自
分
で
話
す
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。
こ
う
し
た
機
会
を
学
年
で
は
「
デ

ビ
ュ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
教
師
が
意
図
的
に
デ

ビ
ュ
ー
の
機
会
を
与
え
、
自
信
を
付
け
さ
せ
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
や
り
た
い
人
」
と
聞
い

た
ら
手
を
挙
げ
る
生
徒
は
必
ず
い
ま
す
。
そ
う
し
た

生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
力
は
あ
る
け
れ
ど
も
自
分
で

は
手
を
挙
げ
ら
れ
な
い
、
少
し
背
中
を
押
し
た
ら
次

に
進
め
る
と
い
う
生
徒
を
出
来
る
だ
け
デ
ビ
ュ
ー
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
度
発
表
し
て
、
も
う

嫌
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、次
に
同
じ
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
時
、自
分
か

ら
手
を
挙
げ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で
す
。

　

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
徒
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る

た
め
に
は
、
教
師
間
で
の
密
な
情
報
交
換
が
重
要
で

す
。
学
年
部
会
な
ど
の
改
ま
っ
た
場
に
限
ら
ず
、
本

校
の
職
員
室
で
は
、
授
業
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
先

生
の
間
で
「
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」「
あ

の
生
徒
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た
」
と
い
う
会
話

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
話
の
中
か
ら
、

も
っ
と
伸
ば
し
た
い
、
も
う
一
段
自
信
を
付
け
て
ほ

し
い
と
い
う
生
徒
を
探
り
出
し
、
担
任
と
相
談
し
て

デ
ビ
ュ
ー
の
機
会
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

担
任
の
判
断
に
よ
り
「
こ
の
子
は
ま
だ
」
と
な
れ

ば
、デ
ビ
ュ
ー
は
見
送
り
ま
す
。
逆
に
先
生
か
ら「
こ

の
生
徒
の
作
文
を
学
年
便
り
に
載
せ
た
い
」
と
い
う

提
案
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
飛
躍
す

る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
学
年
ス
タ
ッ

フ
の
風
通
し
の
良
さ
が
重
要
な
の
で
す
。

　

生
徒
指
導
も
、
生
徒
の
や
る
気
を
高
め
る
機
会
と

捉
え
て
い
ま
す
。
私
は
長
年
、
生
徒
指
導
を
担
当
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
心
に
留
め
て
い
る
の
は
、

「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

や
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
罰
を
与
え
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
生
徒
の
性
格
や
人
間
性
ま
で
は
決
し
て
踏

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

学
年
集
会
な
ど
の
場
を
生
か
し
生
徒
に
飛
躍
の
機
会
を

２
学
年
主
任
／
体
育
科
担
当　

川
口
哲
央
先
生

教
師
同
士
の
情
報
交
換
を
基
に

「
デ
ビ
ュ
ー
」の
機
会
を
探
る

生
徒
指
導
も
「
叱
り
方
」
次
第
で

や
る
気
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
る

図 1 水曜勉強会の教材

佐藤校長が水曜勉強会で使用した数学教材。得意な生徒も苦手
な生徒も一緒に考えられる教材とするのがモットーだという
＊同校の資料をそのまま掲載

（理論社）
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特集

生徒の心に火をつける

み
込
ま
な
い
と
い
う
の
が
生
活
指
導
の
基
本
で
す
。

　

例
え
ば
、
体
育
の
授
業
中
、
ふ
ざ
け
た
生
徒
が
い

た
ら
、
笛
を
吹
い
て
全
体
を
止
め
、
そ
の
生
徒
を
叱

り
ま
す
。
そ
の
時
、
感
情
的
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
生
徒
の
行
為
を
き
ち
ん
と
「
叱
る
」
こ

と
が
大
切
で
す
。
感
情
的
に
な
っ
て
気
持
ち
を
引
き

ず
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
、
そ
の
生
徒
が
良
い
演

技
を
し
て
い
て
も
、
冷
静
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
次
の
場
面
で

良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
れ
ば
、
生
徒
も
「
先
生
は
自
分

の
行
為
を
叱
っ
た
の
だ
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
教
師
が
指
導
に
め
り
は
り
を
付
け

る
こ
と
で
、
生
徒
も
や
っ
て
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と

の
区
別
を
自
ず
と
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

授
業
や
行
事
、
普
段
の
生
活
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
機

会
が
、
生
徒
に
と
っ
て
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
、
教
師
は
生
徒
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

担
当
教
科
の
理
科
の
授
業
で
は
、
生
徒
に
出
来
る

だ
け
「
本
物
」
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
教
科
書
を
使
っ
て
説
明
す
る
だ
け
で
も
、
授

業
は
あ
る
程
度
成
り
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
は

一
人
ひ
と
り
生
活
体
験
が
違
う
の
で
、
理
科
の
事
象

を
説
明
し
て
も
、生
徒
に
よ
っ
て
見
た
こ
と
が
あ
る
、

な
い
と
い
う
個
人
差
が
生
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
違
い

を
埋
め
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
本
物
の
素
材
を

授
業
に
持
ち
込
む
こ
と
が
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

毎
回
、
素
材
選
び
に
は
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
は
実
際
に
手
を
動
か
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
実
験
な
ど
の
場
面
で
は
、
出
来
る
だ
け
自
由
に

活
動
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
失
敗
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
口
頭
で
説
明
す
る
だ
け
で
は
理
解

で
き
な
い
生
徒
も
い
る
の
で
、
あ
え
て
失
敗
か
ら
学

ば
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
年
生
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
入
学
当

初
は
ル
ー
ル
を
教
え
込
む
こ
と
を
徹
底
し
、
生
活
が

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
時
間
を
守
ろ
う
、

課
題
を
し
っ
か
り
提
出
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
目
標

を
与
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
学
年
内

で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
生
徒
に
伝
え
て
い
く
こ

と
で
、
生
徒
は
学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
な
先
生
が
見
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
緊
張
感
を
持
っ

て
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

生
徒
が
悩
み
を
抱
え
て
元
気
が
な
い
時
は
、
他
教

科
の
先
生
や
部
活
顧
問
の
先
生
と
も
連
携
を
取
り
、

今
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
先
生
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
悩
み
を
全
て
担
任
が
解
決

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
任
と
し
て
は
、

ま
ず
生
徒
自
身
の
様
子
や
生
徒
同
士
の
会
話
な
ど
か

ら
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
、
意
欲
を
継
続
さ

せ
る
上
で
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
教
師
自
身
が
常
に
高
い

目
標
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
で
す
。
教
師
側
が
簡
単
に

現
状
に
満
足
し
て
し
ま
う
と
、
生
徒
も
そ
れ
で
よ
い

と
考
え
て
努
力
を
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
基

準
が
生
徒
の
基
準
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

今
よ
り
も
っ
と
良
く
な
れ
る
と
い
う
気
持
ち
を
常
に

生
徒
に
見
せ
て
い
く
こ
と
で
、私
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、

生
徒
も
成
長
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

教
師
が
高
い
目
標
を
持
つ
こ
と
が
生
徒
の
意
欲
に
火
を
つ
け
る

１
学
年
担
任
／
理
科
担
当　

大
森
浩
美
先
生

「
本
物
」を
見
せ
る
こ
と
で

好
奇
心
を
刺
激
す
る

図 2 学年便り

週１回発行する学年便りは生徒をデビューさせ
るために欠かせないツール。いろいろな生徒を
登場させ、その努力を認めて自信を付けさせる
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自
ら
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
身
に
付
け
る
た
め

に
、
同
校
で
は
学
習
記
録
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
増
田
」
を

活
用
し
て
い
る
。
毎
日
、
前
日
の
学
習
時
間
を
記
録

し
て
担
任
に
提
出
す
る
も
の
で
、
全
学
年
で
年
間
を

通
し
て
実
施
す
る
。
学
習
記
録
は
、
担
任
が
チ
ェ
ッ

ク
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
却
す
る
。
13
年
度
の

１
年
生
で
は
、
毎
月
、
各
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
担
当
者

が
ク
ラ
ス
の
学
習
時
間
を
集
計
し
、
学
習
時
間
の
多

い
生
徒
の
名
前
を
掲
示
し
て
、
頑
張
っ
て
い
る
生
徒

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

　

生
徒
に
学
習
時
間
を
意
識
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ

が
、
担
任
に
と
っ
て
は
、
生
徒
の
変
化
を
つ
か
む
た

め
の
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。
普
段
は
学
習
し
て
い
る
生

徒
の
学
習
時
間
が
減
れ
ば
、
担
任
は
生
徒
の
周
辺
に

変
化
を
読
み
取
り
、
生
徒
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
出

来
る
。

　

ま
た
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
す
た
め
に
、

同
校
で
は
全
学
年
と
も
、
定
期
考
査
の
３
日
前
は
部

活
動
を
休
み
と
し
、
毎
日
１
時
間
ほ
ど
を
生
徒
の
質

問
時
間
に
充
て
る
。
５
教
科
の
教
科
担
当
が
教
室
に

い
て
、
生
徒
は
自
由
に
質
問
が
出
来
る
。
実
際
に
教

師
に
質
問
す
る
生
徒
は
各
教
科
10
人
程
度
だ
が
、
普

段
、
人
前
で
は
質
問
で
き
な
い
生
徒
も
、
静
か
な
教

室
で
落
ち
着
い
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
ク
ラ
ス
の
枠
を
取
り
払
っ
て
い
る
た
め
、
普
段
は

見
え
な
い
人
間
関
係
が
分
か
り
ま
す
。
生
徒
指
導
面

で
も
意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
大
森
先
生
は
語
る
。

　

社
会
貢
献
を
通
し
て
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。

　
「
増
中
マ
ナ
ッ
プ
隊
（
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
隊
）」
は
、

有
志
の
生
徒
で
組
織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
ゴ
ミ
拾
い
、

駐
輪
場
の
点
検
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
学
期
に

１
回
は
、
校
区
に
あ
る
増
田
小
学
校
の
通
学
路
に
立

ち
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
た
り
、
地
元
の

警
察
署
や
防
犯
協
会
と
共
に
、
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
す
る
。
冬
に
は
学

校
周
辺
の
除
雪
作
業
も
行
い
、
地
域
の
運
動
会
で
は

マ
ナ
ッ
プ
隊
の
３
年
生
が
審
判
を
務
め
る
（
写
真
）。

　

マ
ナ
ッ
プ
隊
は
あ
く
ま
で
も
自
由
参
加
だ
が
、
12

年
度
は
３
学
年
合
わ
せ
て
80
人
も
の
生
徒
が
参
加
し

た
。「
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
良
い
評
価
を
い
た
だ

き
、
警
察
署
か
ら
は
今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
の
自
己
肯
定

感
も
高
ま
る
と
共
に
、
活
動
を
通
し
て
自
分
た
ち
自

身
で
身
を
律
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
川
口
先
生
は
語
る
。

　

生
徒
や
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
も
高
い
。「
秩

序
が
保
た
れ
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
に
近
づ
い
て

い
る
」（
３
・
５
点
）、「
学
校
は
交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底

を
図
る
努
力
を
し
て
い
る
」（
２
・
３
点
）、「
学
校
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
」（
１
・

７
点
）（
い
ず
れ
も
回
答
は
４
段
階
評
価
で
最
高
は

10
点
、
最
低
は
マ
イ
ナ
ス
10
点
、
平
均
値
は
０
点
）

な
ど
の
項
目
で
、
い
ず
れ
も
平
均
値
を
上
回
っ
て
お

り
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
得
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

毎
日
の
学
習
記
録
で

生
徒
の
変
化
を
逃
さ
ず
つ
か
む

地
域
か
ら
の
信
頼
が
厚
い

「
増
中
マ
ナ
ッ
プ
隊
」

写真　生徒同士が主体的に活動を行うのが「増中マナップ隊」の特徴。隊
長の号令の下、生徒同士で打ち合わせを行い、それぞれの役割をこなして
いく中で主体性が培われていく

学
校
全
体
の
取
り
組
み

地
域
で
認
め
ら
れ
る
経
験
が
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
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S c h o o l  D a t a
◎1950（昭和 25）年開校。「自
立・振気・敬愛」を校訓とし、「磨
き合う」を教育目標に掲げる。曹
洞宗の大本山永平寺における参
禅学習、授業前の黙想や無言清掃
などを通して「礼の心」を育むこ
とを重視している。

校長◎ 宮下洋一先生　

生徒数◎ 188 人　　学級数◎ 6 学級

所在地◎ 〒910-1212　福井県吉田郡永平寺町東古市 22-46

TEL◎ 0776-63-2075　eメール◎ eichu@mmek.jp

URL◎ http://www.town.eiheiji.fukui.jp/eichu/

公開研究会◎未定

　
「
子
弟
同
行
」
は
本
校
の
伝
統
で
す
。
全
校
で
毎

日
放
課
後
に
行
う
無
言
清
掃
、
授
業
前
の
黙
想
、
校

門
を
出
入
り
す
る
際
の
礼
は
、
20
年
以
上
続
く
本
校

の
伝
統
で
あ
り
、
生
徒
と
共
に
教
師
も
実
践
す
る
こ

と
が
暗
黙
の
約
束
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
１
３
年
度
、
地
元
の
小
学
校
か
ら
本
校

に
赴
任
し
ま
し
た
。
全
校
生
徒
１
８
８
人
の
小
規
模

校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
全
員
の
顔
と
名
前
を

覚
え
よ
う
と
、
毎
朝
、
生
徒
会
執
行
部
と
一
緒
に
校

門
前
に
立
ち
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
誕
生
日
の
生
徒
を
調
べ
て
お

き
、
校
門
で
「
お
め
で
と
う
」
と
声
を
掛
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。「
校
長
先
生
は
自
分
を
見
て
く
れ

て
い
る
」
と
生
徒
に
感
じ
て
も
ら
い
、
学
校
生
活
に

前
向
き
に
取
り
組
む
意
識
が
少
し
で
も
高
ま
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
授
業
を
見
て
回
る
際
も
、
教
師

の
教
え
方
よ
り
も
生
徒
の
様
子
に
気
を
配
り
、
生
徒

が
授
業
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
先
生
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。

　

生
徒
と
の
も
う
１
つ
の
接
点
は
学
校
便
り
で
す
。

時
間
を
見
付
け
て
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に
校
内
を
回
り
、

生
徒
の
活
動
を
写
真
に
収
め
た
り
、
生
徒
に
取
り
組

み
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を

学
校
便
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
頑
張
っ
て

い
る
様
子
を
全
校
生
徒
や
保
護
者
に
向
け
て
発
信
す

る
こ
と
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

認
め
ら
れ
る
経
験
を
通
じ
て
培
う

自
尊
感
情
が
や
る
気
を
生
み
出
す

福
井
県

永
平
寺
町
永
平
寺
中
学
校

授
業
前
の
黙
想
や
無
言
清
掃
な
ど
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
永
平
寺
町
永
平
寺
中
学
校
。

落
ち
着
い
た
学
校
環
境
の
中
で
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う
真
摯
な
姿
勢
の
涵か
ん

養よ
う

や

学
び
合
い
高
め
合
う
集
団
づ
く
り
、
主
体
的
な
学
習
態
度
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

学
校
事
例

2
校
門
で
誕
生
日
の

生
徒
に
「
お
め
で
と
う
」と
声
掛
け

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

ま
ず
、生
徒
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
理
解
す
る宮

下
洋
一
校
長
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行
事
な
ど
が
な
い
時
は
、
生
徒
が
毎
日
記
入
す
る

生
活
記
録
ノ
ー
ト
の
よ
い
コ
メ
ン
ト
を
、
担
任
か
ら

教
え
て
も
ら
い
、
生
徒
の
許
可
を
得
て
学
校
便
り
に

転
載
し
て
い
ま
す
。
学
校
便
り
で
誰
を
掲
載
し
た
の

か
は
全
て
記
録
し
、
偏
り
な
く
生
徒
を
紹
介
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
中
に
私
自
身
が
入
っ
て
い
く
機
会
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の
授
業
や
先
生

方
に
毎
週
提
出
し
て
い
た
だ
く
指
導
計
画
を
見
て
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、
間
接
的
に
生
徒
の
意
欲
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
、
校
長
と
し
て
の
私
の
仕
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

担
当
教
科
で
あ
る
数
学
は
、
小
学
校
で
苦
手
意
識

を
持
っ
て
中
学
校
に
進
ん
で
く
る
生
徒
が
多
い
教
科

で
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
私

が
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
間
違
え
る
の
は
当
た
り

前
」と
い
う
意
識
を
生
徒
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

で
も
、
初
め
は
間
違
い
を
恥
ず
か
し
が
る
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
に
は
、「
社
会
に
出
て

か
ら
も
間
違
え
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
の
時
に
ご
ま
か

し
た
り
言
い
訳
し
た
り
す
る
よ
り
も
、『
間
違
え
た

の
で
や
り
直
さ
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
え
る
方
が
大

切
だ
と
思
う
よ
」
と
言
っ
て
、
間
違
い
と
向
き
合
う

大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
生
徒
自
身
が
間
違
い
を

認
め
て
、「
ど
う
し
て
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
」「
ど
う

す
れ
ば
間
違
わ
な
い
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
教
師
が
間
違

い
を
指
摘
し
て
も
頭
に
入
り
ま
せ
ん
。

　

生
徒
が
間
違
い
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、
間
違
い

を
認
め
合
え
る
学
級
の
雰
囲
気
づ
く
り
も
大
切
で

す
。
私
は
、
問
題
を
解
い
た
後
に
「
間
違
え
た
人
」

と
言
っ
て
挙
手
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
良

い
間
違
い
を
し
て
い
た
人
が
い
た
よ
」
と
紹
介
す
る

の
で
す
。
間
違
い
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
な

が
ら
、
間
違
い
を
許
容
す
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

　

数
学
が
苦
手
な
生
徒
に
は
、
褒
め
て
自
信
を
持
た

せ
る
こ
と
が
有
効
な
手
立
て
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

最
近
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
勉
強
が
苦
手

で
ど
の
教
科
の
宿
題
も
出
さ
な
い
生
徒
が
い
る
ク
ラ

ス
を
、２
年
生
か
ら
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
授
業
の
最
後
の
５
〜
10
分
間
を「
宿
題
タ
イ
ム
」

と
呼
び
、
そ
の
時
間
に
習
っ
た
こ
と
を
ド
リ
ル
で
復

習
し
た
り
、
生
徒
か
ら
質
問
を
受
け
た
り
す
る
時
間

と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
宿
題
タ
イ
ム
の
時
に
、
そ

の
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、「
途
中
式

も
書
く
よ
う
に
」
と
い
う
私
の
指
示
を
守
っ
て
、
解

答
ま
で
し
っ
か
り
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次

の
授
業
で
そ
の
生
徒
を
指
名
し
、
黒
板
に
書
い
て
発

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
は
背
筋
を
伸
ば
し

て
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
宿
題
も
出
来
る
範

囲
で
取
り
組
ん
で
提
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と
は
、
教
師
の
仕
事
の

１
つ
で
す
。
生
徒
が
出
来
た
と
い
う
瞬
間
を
見
逃
さ

ず
、
褒
め
て
励
ま
す
こ
と
が
、
生
徒
の
や
る
気
を
引

き
出
す
上
で
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
が
「
出
来
た
」と
い
う

瞬
間
を
見
逃
さ
な
い

永
平
寺
町
永
平
寺
中
学
校
校
長

宮
下
洋
一　
み
や
し
た
・
よ
う
い
ち  

「『
礼
の
心
』
を
生
徒
と
共
に
磨
き
な
が
ら
、

自
立
・
振
気
・
敬
愛
に
満
ち
た
、
温
も
り
の

あ
る
学
校
を
築
い
て
い
き
た
い
」

永
平
寺
町
永
平
寺
中
学
校

田
上
由
美　
た
が
み
・
ゆ
み  

２
学
年
主
任
・
担
任
。
音
楽
科
担
当
。「
生

徒
に
は
、
失
敗
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
」

永
平
寺
町
永
平
寺
中
学
校

竹
内
文
江　
た
け
う
ち
・
ふ
み
え  

３
学
年
主
任
・
担
任
。
数
学
科
担
当
。「
生

徒
の
小
さ
な
変
化
に
も
気
を
配
り
、
や
る
気

を
高
め
て
い
き
た
い
」

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

間
違
い
を
認
め
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
る

３
学
年
主
任
・
担
任
／
数
学
科
担
当　

竹
内
文
江
先
生
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特集

生徒の心に火をつける

　

ク
ラ
ス
づ
く
り
を
進
め
る
際
、
特
に
意
識
す
る
の

は
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
で
す
。
行
事
や
場
面
ご
と
に
軸

と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
徒
自
ら
が

考
え
て
動
く
集
団
に
す
る
こ
と
が
、
活
気
あ
る
ク
ラ

ス
と
な
る
に
は
何
よ
り
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
際
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
気
質
を
持
つ
生
徒

に
ば
か
り
頼
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
活
動
・

場
面
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
選
び
、
生
徒

が
達
成
感
や
満
足
感
を
抱
け
る
機
会
と
な
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
く
の
で
す
。
例
え
ば
、
理
科
の
先
生
か

ら
「
今
日
の
実
験
で
Ａ
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
た
」
と

聞
い
た
ら
、
Ａ
さ
ん
に
「
ま
と
め
の
時
間
に
感
想
を

発
表
し
た
ら
」
と
声
を
掛
け
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
コ

ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
学
習
し
て
い
る
時
に
、「
漢
字

が
得
意
な
Ｂ
さ
ん
に
丸
付
け
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
」
と
ク
ラ
ス
全
体
に
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

学
習
の
場
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
に
は
、

ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
入
れ
る
係
の
生
徒
を
「
灯
油
大

臣
」
と
呼
ん
で
リ
ー
ダ
ー
に
し
ま
す
。「
大
臣
」
と

し
て
表
に
立
つ
こ
と
を
嫌
が
る
生
徒
は
「
副
大
臣
」

に
任
命
し
、「
あ
な
た
の
力
が
必
要
な
ん
だ
よ
」
と

言
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
任
せ
ま
す
。
何
ら
か
の
役
割
を

任
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
と
共
に
、
物
事
に
向
か

う
意
欲
を
高
め
て
い
く
の
で
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
づ
く
り
の
方
針
は
、
私
自
身
の
失
敗

経
験
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て
生
活
指
導
に
課

題
の
あ
る
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
時
、
私
は
、
生
活

指
導
や
学
習
指
導
の
中
で
守
る
べ
き
基
準
を
明
確
に

し
て
、
出
来
て
い
な
い
生
徒
の
態
度
を
改
め
さ
せ
よ

う
と
指
導
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
き
ち
ん
と
し
て
い

る
生
徒
を
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
し
て
い

た
こ
と
な
の
で
す
が
、
生
徒
の
人
間
関
係
を
考
え
ず

に
、
一
方
的
に
「
出
来
る
生
徒
」
と
「
出
来
な
い
生

徒
」と
い
う
線
引
き
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
し
て
い
た
生
徒

と
の
関
係
も
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

担
任
が
一
方
的
に
基
準
を
つ
く
り
、
ク
ラ
ス
を
１

人
で
引
っ
張
っ
て
い
こ
う
と
し
て
も
無
理
な
の
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。
生
徒
が
主
体
的
に
動
く
中
で
、
担

任
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
達
成
感
が

生
徒
に
返
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
生
徒
の
成
長
を
促

し
、
私
自
身
の
充
実
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

と
気
付
い
た
の
で
す
。

　

学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
学
年
主

任
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
定
期
考
査
前
の

学
習
計
画
表
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
学
習
し
た
時
間

の
結
果
を
記
録
す
る
用
紙
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

上
段
に
学
習
予
定
を
書
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
試
験
後
、
予
定
を
基
に
時
間
の
使
い
方
を
振
り

返
ら
せ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
自
分
が
い
か
に
時
間
を

無
駄
に
使
っ
て
い
る
か
、
無
駄
な
時
間
を
整
理
す
る

と
、
習
い
事
や
、
ゲ
ー
ム
・
テ
レ
ビ
の
時
間
な
ど
の

自
由
な
時
間
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
で

す
。
た
だ
単
に
「
ゲ
ー
ム
は
駄
目
」「
テ
レ
ビ
は
見

な
い
」
と
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
に
生

活
を
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
る
こ
と
で
、
時
間
の
効
率
的
な

使
い
方
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
こ
と

で
、「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
後
ろ
向
き
な
気

持
ち
が
な
く
な
り
、
責
任
を
持
っ
て
計
画
通
り
に
実

行
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
ま
す
。
全
て
の
生

徒
が
出
来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
通
り

実
行
し
て
、
直
近
の
中
間
考
査
で
良
い
成
績
を
上
げ

る
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
半
分
は
子
ど
も
、
半
分
は
大
人
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任
を
持
た
せ

る
、
生
活
の
デ
ザ
イ
ン
を
任
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、

一
人
前
に
扱
う
こ
と
で
責
任
感
が
高
ま
り
、
主
体
的

に
動
く
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
の
失
敗
か
ら

学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
の
秘
訣

学
習
計
画
表
の
作
成
を
通
し
て

主
体
的
な
生
活
態
度
を
養
う

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

全
て
の
生
徒
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
場
面
を
つ
く
る

２
学
年
主
任
・
担
任
／
音
楽
科
担
当　

田
上
由
美
先
生
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午
後
３
時
26
分
。
音
楽
が
鳴
り
始
め
る
と
、
あ
ち

こ
ち
で
聞
こ
え
て
い
た
生
徒
の
私
語
が
ぴ
た
り
と
止

み
、
教
室
や
廊
下
は
静
け
さ
に
包
ま
れ
た
。
生
徒
は

そ
の
場
に
正
座
を
し
て
黙
想
を
始
め
た
（
写
真
１
）。

１
分
後
、
音
楽
が
止
む
と
各
自
、
持
ち
場
に
向
か
い
、

掃
除
に
取
り
掛
か
る

│
同
校
最
大
の
特
色
で
あ

る
15
分
間
の
無
言
清
掃
の
始
ま
り
で
あ
る
（
図
）。

　

腰
を
か
が
め
て
廊
下
を
拭
き
掃
除
す
る
生
徒
、
ド

ア
の
レ
ー
ル
ま
で
雑
巾
を
か
け
る
生
徒
、
ブ
ラ
シ
を

使
わ
ず
雑
巾
だ
け
で
便
器
を
磨
く
生
徒
…
…
。
中
で

も
大
変
な
の
は
、
体
育
館
の
清
掃
だ
。
生
徒
が
中
腰

に
な
っ
て
、
広
い
フ
ロ
ア
の
端
か
ら
端
ま
で
雑
巾
を

か
け
る
。
12
分
間
、
生
徒
は
一
言
も
話
さ
ず
、
誰
も

見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

も
手
を
抜
く
こ
と
な

く
、
黙
々
と
清
掃
に

取
り
組
む
（
写
真
2
）。

そ
し
て
、
３
時
39
分
に

音
楽
が
鳴
る
と
、
再
び

正
座
し
て
黙
想
と
反
省

会
を
行
い
、
清
掃
活
動

を
終
え
る
。

　

清
掃
前
の
黙
想
は

掃
除
へ
向
か
う
心
構
え

を
持
つ
た
め
、
清
掃
後

の
黙
想
は
自
分
自
身
を

振
り
返
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
清
掃
後
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
反
省
会

を
開
き
、
頑
張
っ
て
い

た
生
徒
や
よ
く
出
来
た
と
こ
ろ
を
振
り
返
り
、
皆
で
拍

手
を
し
て
認
め
合
う
雰
囲
気
の
中
で
活
動
を
終
え
る
。

　

同
校
で
無
言
清
掃
が
始
ま
っ
た
の
は
、
26
年
前
の

こ
と
だ
と
い
う
。
当
時
の
同
校
は
、
遅
刻
や
服
装
の

乱
れ
、
授
業
前
着
席
の
不
徹
底
な
ど
生
活
上
の
課
題

を
抱
え
て
い
た
。
１
９
８
７
年
、
当
時
の
鶴
田
佳
三

校
長
は
「
礼
の
心
」
を
教
育
の
中
心
に
据
え
、
朝
夕

の
登
下
校
時
に
校
門
に
立
っ
て
校
舎
に
一
礼
す
る

「
校
門
で
の
礼
」、
授
業
や
集
会
の
２
分
前
に
着
席
し

背
筋
を
伸
ば
し
て
目
を
閉
じ
る
「
授
業
前
の
黙
想
」、

生
徒
全
員
で
取
り
組
む
「
無
言
清
掃
」
を
取
り
入
れ

た
。
以
来
、
こ
れ
ら
は
同
校
の
伝
統
と
し
て
受
け
継

が
れ
、
08
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ

て
一
躍
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
で
も
同
校
に
は
、
全
国
か
ら
大
勢
の
学
校
関
係

者
が
見
学
に
来
る
。「
無
言
清
掃
は
生
徒
の
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
多
く
の
人
々

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
で
、
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
を
育
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
宮
下
校
長
は
語
る
。

　

部
外
者
の
目
に
は
新
鮮
に
映
る
無
言
清
掃
も
、
生

徒
に
と
っ
て
は
「
当
た
り
前
の
こ
と
」
だ
。
小
さ
い

頃
か
ら
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
保
護
者
か
ら
話
を
聞

い
て
お
り
、
入
学
前
に
心
構
え
が
出
来
て
い
る
。
そ

し
て
、
入
学
後
は
上
級
生
が
黙
々
と
取
り
組
む
姿
を

無
言
の
清
掃
と
黙
想
で

「
心
を
磨
く
」生
徒
た
ち

自
分
た
ち
の
活
動
が

認
め
ら
れ
る
喜
び

図 永平寺中学校の清掃の流れ

６限目の終了
清掃場所へ移動、清掃の準備
音楽A
雑巾を準備したり、息を整えたりする
音楽Ｂ
黙想正座

音楽Ｂの終了
基本の清掃
音楽Ｃ〈区切りの音楽〉
「＋αの掃除」自ら気付いてする掃除
音楽Ｄ〈後片付け開始の音楽〉
掃除の後片付け、バケツに水を汲む
音楽Ｅ
黙想正座

音楽Ｅが消える
反省会

清掃終了

15：20

15：23

15：26

15：27

15：35

15：37

15：39

15：40

３分間

３分間

1分間

8分間

2分間

2分間

30秒

30秒

今から掃除をしようとする心の準備
今日の「＋αの掃除」について考える

●

●

自ら気付いて「＋αの掃除」ができたか
他にこんな「＋αの掃除」ができたのではないか

●

●

班員からの一言　「＋αの掃除」について反省を言う
班長からの一言　自ら気付いていた生徒を褒める
「＋αの掃除」の提案、明日の目標

●

●

＊同校の資料を基に編集部で作成

学
校
全
体
の
取
り
組
み

無
言
清
掃
で
育
む「
礼
の
心
」が
生
徒
の
意
欲
の
源
泉
に
な
る
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生徒の心に火をつける

見
て
、
自
然
に
感
化
さ
れ
て
い
く
。

　
「
入
学
後
、
最
初
の
３
日
間
で
基
礎
の
形
を
つ
く

り
、
３
週
間
で
形
を
マ
ス
タ
ー
し
、
３
カ
月
で
当
た

り
前
と
な
り
、
３
年
間
で
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

清
掃
す
る
態
度
が
身
に
付
き
ま
す
。
本
校
で
の
経
験

は
、
卒
業
後
も
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
で
し
ょ
う
」

と
宮
下
校
長
は
語
る
。

　

１
年
生
の
時
は
、「
３
年
生
の
よ
う
に
時
間
内
に

清
掃
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
感
想
を
書
い

て
い
た
生
徒
も
、
毎
日
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
時
間

内
で
清
掃
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
作
業
が
早

く
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
他
の
人
が
バ
ケ
ツ
を
ど
か

し
た
後
に
残
っ
た
水
滴
を
き
れ
い
に
拭
き
取
る
な

ど
、
誰
に
言
わ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
褒
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
で
も
な
く
、
自
然
に
そ
う
し
た
動

作
が
現
れ
て
く
る
の
だ
。

　
「
円
滑
な
人
間
関
係
や
集
団
活
動
に
は
、
人
間
関

係
を
つ
な
ぐ
『
の
り
し
ろ
』
と
な
る
人
材
が
必
要
で

す
。
清
掃
の
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
場
面
で

も
自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
、

周
り
の
人
に
気
を
配
る
こ
と
が
出
来
る
力
が
育
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
、
田
上
先
生
は
強
調
す
る
。

　

永
平
寺
中
学
校
で
は
、
漢
字
、
こ
と
わ
ざ
、
計
算
、

地
名
、
理
科
、
年
表
、
英
単
語
な
ど
、
各
教
科
の
基

礎
事
項
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
基
礎
・
基
本
の

定
着
を
図
っ
て
い
る
。

　

漢
字
や
英
単
語
、
計
算
な
ど
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
定

期
考
査
に
合
わ
せ
て
行
い
、
定
期
考
査
の
出
題
範
囲

と
重
な
る
よ
う
に
問
題
を
設
定
す
る
。
頑
張
れ
ば
、

定
期
考
査
で
も
あ
る
程
度
得
点
で
き
る
た
め
、
自
ず

と
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
た
学
習
に
も
力
が
入
る
と
い

う
。
地
名
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
日
本
地
理
な
ら
１
年

生
は
都
道
府
県
名
、
２
・
３
年
生
は
県
庁
所
在
地
、

世
界
地
理
は
覚
え
る
国
の
数
を
徐
々
に
増
や
す
と
い

う
よ
う
に
、
段
階
的
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
目
的
は
、「
や
れ
ば
出
来
る
」
と

い
う
達
成
感
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
最
低
ラ
イ

ン
で
あ
る
合
格
点
は
90
点
以
上
。
全
問
正
解
し
た
生

徒
は
「
満
点
賞
」
と
し
て
、
学
年
集
会
で
学
年
の
生

徒
全
員
か
ら
拍
手
を
受
け
る
。
年
間
を
通
し
て
全
て

満
点
だ
っ
た
生
徒
へ
の
表
彰
も
あ
る
。
計
算
は
苦
手

だ
が
、
漢
字
な
ら
い
つ
も
満
点
と
い
う
よ
う
に
、
得

意
分
野
で
力
を
発
揮
す
る
生
徒
も
い
る
。
逆
に
、
合

格
点
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
合
格
点
に
達
す
る

ま
で
教
師
が
指
導
し
、
基
礎
学
力
を
保
証
す
る
。

　
「
漢
字
や
地
名
な
ら
、
指
定
さ
れ
た
範
囲
の
学
習

に
し
っ
か
り
取
り
組
め
ば
必
ず
点
数
は
取
れ
ま
す
。

定
期
考
査
で
は
思
う
よ
う
に
結
果
が
出
せ
な
い
生
徒

で
も
、
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
気
持
ち
を
実
感
で
き

る
と
こ
ろ
が
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

す
」
と
宮
下
校
長
は
述
べ
る
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
、
１
・
２
年
生
の
１
学
期
に
グ

ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
取
り
入
れ
て
学
級
づ
く

り
を
行
い
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
１
年
生
は
自
然
教

室
、２
年
生
は
永
平
寺
に
お
け
る
参
禅
学
習
を
行
い
、

自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
「
自
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
、
本

校
の
生
徒
で
あ
る
と
い
う
誇
り
、
や
れ
ば
出
来
る
と

い
う
自
信
が
、
生
徒
を
前
向
き
に
さ
せ
て
い
る
の
で

す
」（
宮
下
校
長
）

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で

「
や
れ
ば
出
来
る
」を
実
感
さ
せ
る

写真１　清掃前と清掃後に黙想を行う。音楽が鳴り始める
と、その場に正座をして目を閉じる生徒たち。受け身の掃
除ではなく、主体的に自ら考える清掃を目指している

写真２　清掃の間、生徒は一言も話さない。互いに気配を
感じ取り、自分がすべきことを黙々とこなす
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S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年開校。複
数担任制によるきめ細かい指導、
国語・数学・英語の基礎学力を
身に付ける「学力アップタイム」、
英検や漢検の合格を目指す「水曜
学習教室」など学力向上に向けた
取り組みを積極的に展開。

校長◎ 冨士道正尋先生　

生徒数◎ 81 人　　学級数◎ 3 学級

所在地◎ 〒154-0004　東京都世田谷区太子堂 3-27-17

TEL◎ 03-3413-0810

URL◎ http://www.setagaya.ed.jp/ttau/

公開研究会◎未定

　

本
校
は
各
学
年
１
ク
ラ
ス
の
小
規
模
校
で
す
が
、

生
徒
数
が
少
な
い
こ
と
を
弱
点
と
考
え
ず
、
少
な
い

か
ら
こ
そ
出
来
る
指
導
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
行
う
の
は
、ま
ず
生
徒
全
員
と
の
面
談
で
す
。

２
学
期
の
昼
休
み
と
放
課
後
、
１
日
４
人
ほ
ど
校
長

室
に
呼
び
15
〜
20
分
間
、
生
徒
の
話
を
聞
き
ま
す
。

た
い
て
い
将
来
の
夢
を
尋
ね
ま
す
。
将
来
何
に
な
り

た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
道
に
進
み
た
い
の
か
。
ど

ん
な
に
現
実
離
れ
し
た
夢
で
も
、
私
は
ま
ず
関
心
を

示
し
、
最
後
に
必
ず
「
応
援
し
て
い
る
よ
」
と
励
ま

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
夢
が
な
い
と
い
う
生
徒
に

は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
切
り
口
に

話
を
聞
き
ま
す
。
今
す
ぐ
で
な
く
て
も
、
将
来
、
生

徒
が
夢
を
描
く
際
に
少
し
で
も
後
押
し
に
な
る
よ
う

な
話
が
出
来
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
話
は
、
担
任
も
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
校
長
と
担
任
と
で
は
、
生
徒
の
受
け
取
り
方
が

自
ず
と
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
立
場
に
よ

る
生
徒
と
の
距
離
感
の
違
い
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

生
徒
と
触
れ
合
う
時
間
は
、
担
任
の
方
が
は
る
か
に

多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
普
段
か
ら
接
点
の
多
い

担
任
や
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
保
護
者
か
ら
の
話
が

い
つ
も
刺
激
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
普
段
、
話

す
こ
と
の
な
い
校
長
先
生
と
の
話
だ
か
ら
こ
そ
、
得

ら
れ
る
刺
激
や
充
実
感
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
々
生
徒
と
接
す
る
担
任
の
先
生
方
が
動
き
や
す

い
よ
う
に
、
後
方
支
援
を
す
る
こ
と
も
校
長
の
大
切

な
役
割
で
す
。
生
徒
と
の
面
談
、
登
校
指
導
や
集
会

個
に
応
じ
た
見
取
り
と
指
導
で

生
徒
の
背
中
を
押
す

東
京
都

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
は
、
全
校
生
徒
81
人
の
小
規
模
校
。
生
徒
の
数
が
少
な
い
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
に
応
じ
た
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。
教
師
は
、
生
徒
の
個
性
や
将
来
の
夢
を
踏
ま
え
て
、

場
面
に
応
じ
た
声
掛
け
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

学
校
事
例

3
担
任
と
生
徒
の
絆
を
深
め
る
た
め

校
長
が
裏
方
に
徹
す
る
こ
と
も
必
要

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

生
徒
が
将
来
の
夢
を
描
く
た
め
の
手
助
け
を
し
た
い

　

冨
士
道
正
尋
校
長
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生徒の心に火をつける

な
ど
の
場
面
で
私
が
語
り
掛
け
る
こ
と
と
、
普
段
担

任
が
話
し
て
い
る
こ
と
が
違
う
と
、
先
生
方
に
対
す

る
生
徒
の
信
頼
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆
に
、
ど

の
先
生
も
言
う
こ
と
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、「
担
任
の

先
生
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
本
当
な
ん
だ
」「
先
生

の
言
う
こ
と
を
聞
こ
う
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、

自
ず
と
生
徒
の
顔
も
担
任
の
方
に
向
く
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
の
経
営
方
針
を
し
っ
か
り

先
生
方
に
伝
え
て
、
組
織
全
体
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
分

掌
・
教
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
強

固
な
組
織
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
教
師
の
個
々

の
力
を
高
め
る
と
共
に
、
学
校
全
体
で
意
識
を
そ
ろ

え
て
、
生
徒
を
見
守
る
組
織
力
を
磨
き
あ
げ
る
こ
と

も
校
長
の
大
切
な
役
割
の
１
つ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

生
徒
が
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
は
、
先
生
方
が
授

業
の
魅
力
や
学
校
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
な
ぜ
必

要
な
の
か
、
な
ぜ
や
ら
せ
た
い
の
か
を
熱
く
語
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
が
意
識
す
る
の

は
、
取
り
組
み
の
意
義
を
先
生
方
に
問
い
掛
け
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る
先
生
が
「
移
動
教
室
で
こ

の
施
設
に
連
れ
て
行
き
た
い
」
と
申
し
出
た
時
、
私

は
必
ず
理
由
を
聞
き
ま
す
。「
理
科
の
授
業
で
地
層

を
教
え
て
い
る
の
で
火
山
の
実
態
を
見
せ
た
い
」
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
喜
ん
で
了
承
し
ま
す
が
、「
去
年

も
行
っ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
は
却
下
し
ま
す
。

　

先
生
自
身
が
活
動
の
魅
力
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
生

徒
に
「
そ
こ
に
行
っ
た
ら
必
ず
○
○
を
見
よ
う
」「
○

○
が
あ
る
か
ら
触
る
と
よ
い
」
と
熱
く
語
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
行
く
前
に
生
徒
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
、

終
了
後
は
「
見
て
き
た
か
」「
す
ご
か
っ
た
だ
ろ
う
」

と
言
っ
て
達
成
感
を
与
え
る
。
そ
う
し
た
期
待
と
充

実
感
を
与
え
続
け
る
こ
と
で
、別
の
も
の
も
見
た
い
、

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
に
火
が
つ
く
の

で
す
。「
毎
年
や
っ
て
い
る
か
ら
」と
い
う
理
由
で
は
、

生
徒
の
心
は
動
か
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

私
が
数
学
の
授
業
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
生
徒

が
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
投
げ

掛
け
を
し
て
締
め
く
く
る
こ
と
で
す
。「
こ
の
問
題

に
は
実
は
こ
ん
な
解
き
方
も
あ
る
」と
い
う
よ
う
に
、

発
展
的
な
内
容
を
少
し
話
し
、
余
韻
を
残
し
て
授
業

を
終
え
る
。
い
つ
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
、
中
に
は
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
、
授
業
後
に
質

問
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

数
学
が
苦
手
な
生
徒
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材

も
活
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
生
徒
が
喜
ぶ
の
は
、
線

が
自
動
的
に
動
い
て
図
形
を
作
る
よ
う
な
機
能
で

す
。「
こ
の
後
ど
う
な
る
と
思
う
？
」
と
想
像
さ
せ

る
だ
け
で
生
徒
は
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
期
待
を
高
め

て
じ
ら
し
た
あ
げ
く
に
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
図
形
を

動
か
す
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
よ
り
授
業
に
積
極
的
に
な
り
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
理
解
も
深
ま
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
ど
れ
だ
け
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」と

思
わ
せ
て
授
業
を
締
め
く
く
る

普
段
の
生
徒
と
の
会
話
が

授
業
の
成
否
に
か
か
わ
る

先
生
方
に
は
取
り
組
み
の
意
義
を

生
徒
に
熱
く
語
っ
て
ほ
し
い

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
校
長

冨
士
道
正
尋　
ふ
じ
み
ち
・
ま
さ
ひ
ろ

「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
知
識
や
情
報
を
基

に
解
決
で
き
る
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢

を
育
て
て
い
き
た
い
」

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校

加
藤
清
春　
か
と
う
・
き
よ
は
る  

主
幹
。１
学
年
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
自
分

に
足
り
な
い
こ
と
を
客
観
的
に
把
握
し
、
自

分
を
高
め
る
姿
勢
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校

宍
戸
弘
子　
し
し
ど
・
ひ
ろ
こ  

２
学
年
担
任
。
社
会
科
担
当
。「
努
力
は
絶

対
に
報
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

授
業
外
で
も
生
徒
を
把
握
し
、個
に
応
じ
た
声
掛
け
を
行
う

１
学
年
主
任
／
数
学
科
担
当　

加
藤
清
春
先
生
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生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、
成
功

体
験
の
積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
最
も
実

現
し
や
す
い
の
は
学
校
行
事
で
す
。
自
分
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
た
め
、
ク
ラ
ス
の
た
め
に

頑
張
っ
て
達
成
感
・
充
実
感
を
得
る
経
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
を
育
み
、
か

つ
継
続
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

行
事
で
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
ま
す
。
行

事
の
成
功
を
最
優
先
と
し
、担
任
主
導
で
進
め
る
と
、

生
徒
が
受
け
身
に
な
り
、
か
え
っ
て
行
事
は
活
気
の

な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
徒
自
身
が
や

り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
を
持
っ
て
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
、
次
の
取
り
組
み
へ
の
意
欲
を
育
む
の
で
す
。

　

行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
結
果
よ
り
も
過

程
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
、
生
徒
に
は
よ
く
話
し

ま
す
。
体
育
祭
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
決
め
る
際
も
、
華
々
し

い
結
果
を
残
し
た
生
徒
で
は
な
く
、
裏
方
で
コ
ツ
コ

ツ
働
い
て
い
た
生
徒
の
姿
や
陰
の
努
力
を
必
ず
紹
介

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
行
事
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
。
行
事
の
結
果
は
、
毎
日
の
生
活

の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。
授
業
や
家
庭
学
習
も
含

め
て
、
普
段
の
生
活
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
仲
間

と
協
力
し
て
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
意
欲
も

湧
か
ず
、
自
信
を
持
っ
て
前
に
進
む
こ
と
も
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」「
努
力
は
報
わ
れ
る
」
と
教
師

が
言
う
だ
け
で
は
、
生
徒
は
実
感
が
湧
か
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、「
先
輩
た
ち
を
見
て
ご
ら
ん
」

と
言
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
先
輩
が
ど
れ
だ
け
努
力

を
し
て
第
１
志
望
校
合
格
を
実
現
し
た
の
か
と
い
う

話
は
、
生
徒
た
ち
も
耳
を
傾
け
ま
す
。

　

体
験
か
ら
得
た
自
信
が
意
欲
を
生
み
、
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
向
か
わ
せ
る
。
そ
う
い
う
サ
イ
ク
ル

の
積
み
重
ね
が
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
卒

業
後
も
目
標
に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
素

地
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
生
徒
の
意
欲
を
継
続
さ
せ
る
鍵

２
学
年
担
任
／
社
会
科
担
当　

宍
戸
弘
子
先
生

ン
が
取
れ
て
い
る
か
も
、
生
徒
の
や
る
気
を
高
め
る

上
で
欠
か
せ
な
い
視
点
で
す
。
生
徒
が
解
答
に
苦
戦

し
て
い
る
時
、
単
に
分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
あ

れ
ば
、
何
か
の
悩
み
を
抱
え
て
い
て
や
る
気
が
出
な

い
か
ら
解
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
状
況

に
応
じ
て
生
徒
へ
の
声
掛
け
や
対
応
も
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
、
的
確
な
声
掛
け
を
す
る
た
め
に
は
、
授

業
中
の
生
徒
の
姿
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
は
不
十
分

で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
出
来
る
だ
け
普
段
か

ら
声
を
掛
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

前
任
校
で
、
授
業
を
担
当
し
て
い
な
い
生
徒
に
も

声
を
掛
け
て
い
た
ら
、
あ
る
生
徒
か
ら
卒
業
時
に
、

「
先
生
に
話
し
掛
け
て
も
ら
え
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
」
と
書
か
れ
た
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
先
生
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
は
、
勉

強
に
対
す
る
や
る
気
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
に
い
わ
ゆ
る
荒
れ
た
学
校
に

勤
務
し
て
い
た
時
に
は
、
授
業
中
、
注
意
ば
か
り
し

て
、多
く
の
時
間
を
生
活
指
導
に
割
い
て
い
ま
し
た
。

学
習
が
進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
授
業
自
体
が
後
味
の

悪
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
自
身
、
む
な

し
い
で
す
し
、
生
徒
も
も
っ
と
授
業
を
受
け
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
普
段
か
ら
生

徒
を
し
っ
か
り
見
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
生
徒
の
内

面
を
知
っ
た
上
で
注
意
す
る
の
と
、
表
面
的
な
行
為

だ
け
を
見
て
注
意
す
る
の
で
は
、
生
徒
の
態
度
は
全

く
異
な
り
、
指
導
の
効
果
も
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
指
導
を
心
掛
け
な
が
ら
、
生
徒
の
好
奇
心

を
高
め
る
よ
う
な
授
業
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

体
験
か
ら
得
た
自
信
が
意
欲
を
生
み

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
向
か
わ
せ
る
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生徒の心に火をつける

　

同
校
の
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
太
子
堂
小
学
校
の

卒
業
生
だ
。
そ
こ
で
、
両
校
は
小
中
接
続
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
は
、
太
子
堂
中
学
校
独
自
の
接
続
教
材

『
太
中
へ
の
道
』
だ
。
小
学
校
６
年
間
で
学
ん
だ
内

容
の
復
習
か
ら
、
中
学
校
生
活
の
決
ま
り
ご
と
、
各

教
科
の
勉
強
方
法
、
予
習
・
復
習
の
方
法
ま
で
を
網

羅
し
た
生
活
と
学
習
の
手
引
き
だ
。
進
学
前
に
配
布

し
、
中
学
生
と
し
て
の
心
構
え
を
養
う
の
が
ね
ら
い

だ
。
２
０
１
２
年
度
に
始
め
た
取
り
組
み
で
、
初
年

度
は
太
子
堂
小
学
校
の
教
師
が
復
習
問
題
を
作
成
し

た
。
13
年
度
は
区
の
予
算
を
得
て
、
小
学
校
側
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
に
学
校
外
の
事
業
者
に
作
成
を
依

頼
し
た
。

　
「
小
学
校
を
卒
業
し
、
春
休
み
は
気
が
緩
む
時
期

で
す
。
中
学
校
に
上
が
る
前
に
小
学
校
の
復
習
を
し

て
、
入
学
前
の
心
構
え
を
整
え
て
も
ら
お
う
と
い
う

の
が
ね
ら
い
で
す
。
小
学
生
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
良
い
意
味
で
の
緊
張
感

は
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
冨
士
道

校
長
）

　

課
題
は
、
大
半
の
生
徒
が
入
学
前
に
提
出
す
る
。

生
徒
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
と
ス

テ
ッ
プ
を
上
る
と
い
う
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
教
師
に
と
っ
て
は
、
課
題
の
取
り
組
み
状
況

を
見
て
、
入
学
前
に
あ
る
程
度
、
生
徒
の
学
力
が
把

握
で
き
る
た
め
、
導
入
期
の
指
導
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

生
徒
の
や
る
気
を
持
続
さ
せ
、
学
力
向
上
を
図
る

た
め
に
、
同
校
で
は
個
別
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

学
力
が
極
端
に
低
い
生
徒
、
何
ら
か
の
事
情
で
学

習
が
遅
れ
て
い
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
個
別
指
導
を

行
う
。
一
斉
授
業
と
同
じ
時
間
帯
に
、
該
当
の
生
徒

は
空
き
教
室
に
行
き
、
同
じ
教
科
に
つ
い
て
専
任
の

教
師
か
ら
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で
指
導
を
受
け
る
。

指
導
す
る
の
は
同
校
の
教
科
担
当
の
他
、
近
隣
の
大

学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
世
田
谷
区
か
ら
派
遣
さ

れ
た
講
師
で
、
週
単
位
で
学
年
・
教
科
ご
と
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
実
施
し
て
い
る
（
写
真
）。

　

冨
士
道
校
長
は
、「
授
業
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
３

年
間
、
教
室
の
椅
子
に
座
り
続
け
る
の
は
、
生
徒

に
と
っ
て
苦
痛
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
斉
授
業
で
は
付
い
て
い
け
な
い
生
徒
も
、
マ
ン
・

ツ
ー
・
マ
ン
な
ら
気
軽
に
質
問
し
、
分
か
る
ま
で
説

明
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
表
向
き
は
『
嫌

だ
』
と
言
っ
て
い
る
生
徒
も
、
付
き
っ
き
り
で
見
て

も
ら
え
る
こ
と
が
内
心
、
う
れ
し
い
よ
う
で
す
。
授

業
が
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
学
校
に
来
た
く
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
救
い
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
、
出
来
る
限
り
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

小
規
模
校
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
き
め

細
か
い
指
導
で
生
徒
の
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
太
子
堂

中
学
校
。
こ
う
し
た
教
師
た
ち
の
地
道
な
努
力
の
積

み
重
ね
は
、
生
徒
の
学
校
生
活
満
足
度
80
％
と
い
う

高
い
数
字
に
も
表
れ
て
い
る
。

小
中
接
続
教
材
を
導
入
し

中
学
校
へ
の
期
待
感
を
高
め
る

個
々
の
学
力
に
応
じ
た
個
別
指
導
で

分
か
る
ま
で
教
え
る

写真　３年生の個別指導の時間。学生ボランティアと区から派遣された講師の２
人が、生徒にマン・ツー・マンの指導に当たっている

学
校
全
体
の
取
り
組
み

一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
を
徹
底
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S c h o o l  D a t a
◎1947（昭和 22）年開校。鈴鹿
川の河口にある楠町に位置する。
目指す子どもの姿は「自分を愛し、
一人ひとりの違いを認め、未来に
輝く子ども」。生徒の良さを認め、
生徒の力を信じ、生徒の目線に
立った教育を目指している。

校長◎ 佐藤正倫先生　

生徒数◎ 320 人　　学級数◎ 11 学級（うち特別支援学級１）

所在地◎ 〒510-0103　三重県四日市市楠町北五味塚 2092

TEL◎ 059-398-3132

URL◎ http://www.yokkaichi.ed.jp/kusuchu/

公開研究会◎未定

　

本
校
は
全
校
生
徒
３
２
０
人
。
い
わ
ゆ
る
一
小
一

中
で
、
隣
接
す
る
四
日
市
市
立
楠
小
学
校
の
卒
業
生

が
そ
の
ま
ま
、
本
校
の
生
徒
と
な
り
ま
す
。
生
徒
は

互
い
に
気
心
が
知
れ
て
い
て
仲
が
良
い
半
面
、
な
れ

合
い
の
活
動
に
な
り
が
ち
で
、
リ
ー
ダ
ー
も
な
か
な

か
育
ち
ま
せ
ん
。
全
て
の
生
徒
が
感
動
す
る
学
校
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
師
の
力
で
生
徒
を
動

か
す
の
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
が
自
ら
の
手
で
企
画

運
営
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
違
い
や
良
さ

を
認
め
た
上
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
頑
張

る
姿
勢
を
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に
養
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
担
任
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
教

師
の
目
で
生
徒
の
新
た
な
良
い
面
を
見
付
け
て
伸
ば

し
、
自
信
を
付
け
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
学
習
だ
け
で

な
く
、
あ
い
さ
つ
や
掃
除
と
い
っ
た
生
活
面
で
の
学

び
も
大
切
に
し
、
生
徒
を
多
面
的
に
評
価
す
る
こ
と

で
、
学
習
面
と
生
活
面
の
相
乗
効
果
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。　

　

校
長
と
し
て
は
、
生
徒
と
の
距
離
感
を
保
つ
こ
と

も
大
切
で
す
。
日
常
的
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
声
を

掛
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
行
事
な
ど
の
節
目
に
、
生

徒
全
員
、
学
年
全
体
や
生
徒
会
に
良
か
っ
た
面
を
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
大
き
な
行
事
の
後
に
は
生
徒
会
役
員

が
校
長
室
を
訪
れ
、
成
果
報
告
を
す
る
の
が
慣
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
の
報
告

に
来
た
際
は
、「
今
年
の
体
育
祭
は
生
徒
会
と
し
て

生
徒
の
新
た
な
面
を
見
付
け
て
褒
め

生
徒
自
ら
設
定
し
た
上
限
を
取
り
払
う

三
重
県

四
日
市
市
立
楠
中
学
校

一
小
一
中
で
は
、
生
徒
同
士
の
気
心
が
知
れ
て
い
る
半
面
、
評
価
や
役
割
が
固
定
し
、

生
徒
は
今
以
上
の
何
か
を
求
め
て
行
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
四
日
市
市
立
楠
中
学
校
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
を

打
破
し
よ
う
と
、
学
年
団
、
全
校
で
生
徒
を
見
取
り
、
連
携
し
な
が
ら
声
を
掛
け
る
こ
と
に
注
力
す
る
。

学
校
事
例

4
複
数
の
教
師
で
生
徒
を
見
取
り
、

新
た
な
良
い
面
を
逃
さ
ず
見
付
け
る

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

い
つ
、ど
の
よ
う
に
褒
め
る
か
が
、や
る
気
を
つ
な
げ
る
鍵

　

佐
藤
正
倫
校
長
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生徒の心に火をつける

何
が
良
か
っ
た
？
」
と
切
り
出
し
、
生
徒
の
考
え
を

引
き
出
し
ま
し
た
。「
体
育
祭
の
テ
ー
マ
が
良
か
っ

た
」
と
生
徒
が
答
え
る
と
、「
そ
う
だ
ね
。
最
初
は

『
飛
翔
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
で
し
た
が
、『
昨

日
の
自
分
を
越
え
る
』
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
を
付
け

た
こ
と
で
、
更
に
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
は
良
か
っ
た
！
」
と
生
徒
に
共
感
し
、
良
い
点
を

具
体
的
に
挙
げ
て
褒
め
ま
す
。
空
気
が
和
み
、「
幼

稚
園
児
と
の
ダ
ン
ス
は
ど
う
で
し
た
か
？
」
と
更
に

問
い
掛
け
る
と
、「
楽
し
か
っ
た
！
」「
か
わ
い
か
っ

た
！
」
と
生
徒
は
と
て
も
良
い
表
情
を
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
体
育
祭
の
充
実
感
を
改
め
て
全
員

で
共
有
し
た
後
、「
良
い
体
育
祭
に
し
て
く
れ
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
。
次
の
文
化
祭
は
２
年
生
が
中
心

か
な
。
体
育
祭
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
、
き
っ
と
良

い
も
の
に
な
る
と
思
う
。
３
年
生
は
勉
強
を
頑
張
る

時
期
だ
け
ど
、
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
大

切
だ
よ
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

生
徒
自
身
が
一
番
頑
張
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
引

き
出
し
て
認
め
、
具
体
的
に
褒
め
る
。
そ
し
て
、
次

の
目
標
に
も
言
及
し
、
や
る
気
を
つ
な
げ
る
。
た
だ

褒
め
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ど
の
よ
う
に
褒
め
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
中
間
層
の
生

徒
全
て
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

授
業
で
も
行
事
で
も
生
徒
の
意
見
を
大
切
に
し
、
生

徒
自
ら
が
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
の
教
師
は
平
均
年
齢
39
・
8
歳
で
20
代
が
８

人
と
若
手
教
師
が
多
く
、
生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出

す
に
は
、教
師
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
以
前
は
、

先
輩
教
師
の
指
導
を
ま
ね
た
り
、
自
主
的
に
集
ま
っ

て
議
論
を
交
わ
す
な
ど
し
て
、
生
徒
へ
の
向
き
合
い

方
を
自
然
に
身
に
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
若
い

先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
学
ぶ
経
験
を
学
生
時

代
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
プ
ラ
ス
ワ
ン
研

修
」
と
称
し
て
定
期
的
に
若
手
教
師
が
集
ま
る
会
を

開
き
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
生
徒
へ
の
声
掛
け
や
褒
め

方
な
ど
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
庭
訪
問
前
に
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
招
き
、
保
護
者
と
の
話
し
方
を
含
め
た
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
合
唱
大
会
前
に

は
音
楽
の
教
師
が
来
て
、
各
ク
ラ
ス
の
良
い
点
を
伝

え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
師

は
合
唱
の
練
習
時
に
生
徒
を
褒
め
つ
つ
、
指
導
も
具

体
的
に
出
来
ま
す
。
そ
し
て
、「
プ
ラ
ス
ワ
ン
研
修
」

を
き
っ
か
け
に
、
生
徒
会
役
員
と
私
が
面
会
す
る
時

な
ど
に
、
生
徒
に
同
行
し
、
私
が
何
を
伝
え
て
い
る

の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
メ
モ
す
る
な
ど
、
熱
心
な

若
手
教
師
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
師
が
学
び
合
う
環
境
づ
く
り
が
、
結
果
と
し
て

教
師
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、
生
徒
を
複
眼
的
に

見
て
、
そ
の
良
さ
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
う
し
た
環
境
づ
く
り
は
校
長
の
役
目
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

若
手
教
師
へ
の
プ
ラ
ス
ワ
ン
研
修
で

生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
を
伝
授

四
日
市
市
立
楠
中
学
校
校
長

佐
藤
正
倫　
さ
と
う
・
ま
さ
み
ち  

「
授
業
で
も
、
そ
の
他
の
活
動
で
も
、
生
徒

の
笑
顔
が
一
番
大
切
」

四
日
市
市
立
楠
中
学
校

井
上
弘
之　
い
の
う
え
・
ひ
ろ
ゆ
き  

３
学
年
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
褒
め
る
時

も
叱
る
時
も
、
常
に
生
徒
に
本
気
で
向
き
合

う
こ
と
」

四
日
市
市
立
楠
中
学
校

上
原
啓
江　
う
え
は
ら
・
ひ
ろ
え  

３
学
年
担
任
。
国
語
科
担
当
。「
生
徒
が
す

ぐ
に
諦
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
丁
寧
に

対
応
し
て
い
き
た
い
」

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

写真　行事後は、生徒会役員が必ず校長室を訪れ、成果を報告する。その
時は、生徒を褒める絶好のチャンスだ。佐藤校長は、生徒が自ら頑張った、
成功したと思っている点を聞き出し、重点的に褒めた。また、このやりと
りを若手教師が見て、指導法を学ぶ場にもなっている
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学
年
主
任
を
務
め
る
３
年
生
は
３
ク
ラ
ス
あ
り
、

学
年
団
は
担
任
３
人
、
副
担
任
２
人
、
学
年
主
任
１

人
の
計
６
人
で
す
。
担
任
の
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、

６
人
で
約
１
０
０
人
の
生
徒
を
見
る
と
い
う
意
識
を

常
に
持
ち
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
年
の
入
学
時
に
は
、
生
徒
の
人
間
関
係
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、ま
ず
行
っ
た
の
は
、

「
叱
る
基
準
を
学
年
で
統
一
し
、
生
徒
に
き
ち
ん
と

伝
え
る
こ
と
。
叱
る
内
容
は
１
つ
に
絞
る
こ
と
」と
、

「
生
徒
の
良
い
面
を
見
付
け
た
ら
教
師
間
で
共
有
し
、

褒
め
る
こ
と
」
で
す
。

　

生
徒
の
中
に
、
教
師
に
対
す
る
不
信
感
が
強
く
、

学
習
意
欲
が
低
い
者
が
い
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
は

ノ
ー
ト
の
取
り
方
が
丁
寧
で
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
、

授
業
中
に
あ
ら
ゆ
る
教
科
の
教
師
が
「
き
れ
い
に

ノ
ー
ト
書
け
て
い
る
ね
」と
声
を
掛
け
続
け
ま
し
た
。

部
活
動
の
顧
問
に
も
話
し
掛
け
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
な
ど
、
複
数
の
教
師
の
目
で
見
守
る
と
、
生
徒
の

学
習
意
欲
が
徐
々
に
高
ま
り
、
心
も
開
い
て
い
き
ま

し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
続
け
る
う
ち
に
、
生
徒
の
人
間
関
係
の
課
題
も
解

消
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
生
徒
自
身
が
大
人
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
大
勢
の
先
生
が
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
い
つ
も
見
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
安

心
感
が
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
互
い
の
良

さ
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

学
年
全
体
で
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
た
め
、
学

年
集
会
で
「
自
分
の
ク
ラ
ス
自
慢
」
を
学
期
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
生
徒
は
「
黒
板
が
学
年
で

一
番
き
れ
い
だ
」
な
ど
、
教
師
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と

を
よ
く
自
慢
し
て
い
ま
す
。
教
師
に
褒
め
ら
れ
、
認

め
ら
れ
た
こ
と
が
、
生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
生
徒
の
や
る
気
に
火

を
つ
け
る
の
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
褒
め
る

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
厳
し
く
叱
り
、
教
師
が
嫌
わ

れ
役
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
時
で
も
、

生
徒
を
頭
か
ら
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
何
と
か

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
本
気
で
向
き
合
う
と
、
生

徒
に
は
必
ず
そ
の
思
い
が
伝
わ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
半
面
、「
ま
あ
、
い
っ
か
」「
そ
こ
そ
こ
で
い
い
」

な
ど
、
諦
め
の
早
さ
や
甘
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
論
述
問
題
で
は
、
自
分
に
は
ど
う
せ
出
来
な

い
と
思
い
込
み
、
手
を
付
け
よ
う
と
も
し
な
い
生
徒

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
単
語
し
か
思
い
付

か
な
い
と
い
う
生
徒
に
は
、「
そ
の
単
語
と
単
語
を

つ
な
げ
て
み
た
ら
ど
う
？
」と
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
、

「
こ
こ
は
ど
う
思
う
？
」
と
質
問
を
し
、答
え
が
返
っ

て
き
た
ら
「
そ
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
ら
い
い
よ
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
生
徒
個
々
の
課
題
に
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
題
に
は
漢
字
の
書
き
取
り
や
意
味
調
べ

を
課
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
例
え
ば
、
漢
字
の
書

き
取
り
で
は
「
は
ね
」
や
「
止
め
」
な
ど
細
か
い
部

分
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
許
さ
れ
る
」
と

思
わ
せ
ず
に
緊
張
感
を
保
つ
こ
と
も
、
生
徒
の
や
る

気
を
引
き
出
す
に
は
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。　

教
師
間
の
情
報
共
有
と
「
見
て
い
る
よ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
生
徒
を
変
え
る

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
ご
と
に

声
掛
け
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
る

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

褒
め
る
時
も
叱
る
時
も
、生
徒
に
本
気
で
向
き
合
う

３
学
年
主
任
／
数
学
科
担
当　

井
上
弘
之
先
生

私
と
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
丁
寧
に
対
応
す
る

３
学
年
担
任
／
国
語
科
担
当　

上
原
啓
江
先
生
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特集

生徒の心に火をつける

　

厳
し
く
接
す
る
一
方
、
わ
ず
か
な
成
長
も
見
逃
さ

ず
に
、「
提
出
物
を
ち
ゃ
ん
と
出
せ
た
ね
」
な
ど
と

褒
め
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。
休
み
時
間
は
出
来

る
だ
け
教
室
で
過
ご
し
、
授
業
中
に
褒
め
る
機
会
が

な
か
っ
た
生
徒
に
も
声
を
掛
け
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
話

な
ど
の
日
常
会
話
か
ら
も
生
徒
の
様
子
を
つ
か
み
、

「
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
生
徒
に
響
く
の

か
」
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
対
１
で
話
す
方
が
よ
い
生
徒
、
友
だ
ち
と
グ

ル
ー
プ
で
話
し
て
い
る
輪
の
中
に
教
師
が
入
っ
て

い
っ
て
話
す
方
が
よ
い
生
徒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
生
徒
が
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
を

見
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
て
い
ま
す
。
話
す
こ
と

が
苦
手
な
生
徒
に
は
、「
ス
マ
イ
ル
ノ
ー
ト
」と
い
う
、

次
の
日
の
予
定
と
今
日
の
感
想
を
書
い
て
提
出
す
る

ノ
ー
ト
を
介
し
て
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
と
教
師
の
相
性
も
あ
る
の
で
、
ど
の
生
徒
に

も
私
の
言
葉
が
響
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
他
の
先
生

に
相
談
し
て
声
を
掛
け
て
も
ら
う
な
ど
、
チ
ー
ム
で

生
徒
を
見
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
声

掛
け
自
体
が
響
か
な
い
生
徒
も
含
め
、
全
員
同
じ
意

識
で
諦
め
ず
に
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
同
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、「
人

の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
」
を
考
え
る
こ
と
だ
。
そ

れ
を
起
点
と
し
て
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
好
き
な

こ
と
を
見
付
け
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
将
来
の
目

標
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
の
軸
と
な
る
の
は
、
２
０
１
２
年
度
に

始
め
た
、
年
１
回
の
「
志
授
業
」
だ
。
12
年
度
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
岐
阜
立
志
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
井
上
武
理
事
長
を
招
き
、「
夢
に
向
か
っ
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
も
ら
っ
た
。

　

講
演
は
、
井
上
理
事
長
の
「
皆
さ
ん
は
自
分
の
人

生
経
営
の
社
長
で
す
」
と
い
う
働
き
掛
け
で
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
、「
社
長
就
任
の
資
格
は
志
を
持
つ
こ

と
」
と
話
し
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
氏
や
、

真
珠
王
・
御
木
本
幸
吉
氏
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織

り
交
ぜ
て
、「
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と

で
、
人
の
た
め
に
ど
う
役
立
つ
の
か
」
と
い
う
目
標

を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。ま
た
、

志
を
実
現
す
る
に
は
、
普
段
の
生
活
を
き
ち
ん
と
行

う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、「
掃
除
」「
あ
い
さ
つ
」「
感

謝
の
気
持
ち
」
の
３
つ
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　

佐
藤
校
長
は
、「『
志
授
業
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
、

掃
除
や
あ
い
さ
つ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
見
付
け
る
こ
と
な

ど
は
、
す
ぐ
に
学
習
意
欲
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
道
に
努
力
す
る

こ
と
は
、
学
び
続
け
る
力
を
身
に
付
け
る
に
は
必
要

で
す
し
、
社
会
に
出
て
も
欠
か
せ
な
い
力
で
す
。
そ

し
て
、人
の
た
め
と
思
う
か
ら
こ
そ
、目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
数
字
で
見

え
る
効
果
が
出
な
く
て
も
、
生
徒
が
少
し
で
も
前
向

き
に
変
わ
っ
て
い
く
た
め
の
材
料
の
１
つ
と
し
て
、

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
講

演
の
感
想
文
を
見
る
と
、
生
徒
に
も
校
長
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

井
上
先
生
と
上
原
先
生
も
、「
学
習
と
生
活
の
ど

ち
ら
も
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
を
褒
め
る
領
域

や
接
点
が
広
が
り
、褒
め
る
量
も
増
え
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
時
代
は
、
中
に
は
努
力
を
し
な
く
て
も
テ
ス

ト
で
良
い
点
数
が
取
れ
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
半

面
、
努
力
を
す
る
経
験
は
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
と
っ
て
も
、
掃
除
や
あ
い

さ
つ
な
ど
、
地
道
な
努
力
を
経
験
す
る
こ
と
は
『
学

び
続
け
る
力
』
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
大
切
な
こ

と
で
す
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　
「
志
授
業
」
は
、
12
年
度
は
１
・
２
年
生
の
生
徒
と

保
護
者
が
対
象
だ
っ
た
が
、
13
年
度
は
小
学
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
も
招
き
、11
月
初
旬
に
行
う
予
定
だ
。

今
後
は
、
小
学
校
・
中
学
校
だ
け
で
な
く
、
保
育
園
・

幼
稚
園
も
連
携
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
「
一
人
ひ

と
り
の
違
い
や
良
さ
を
認
め
、
人
の
役
に
立
つ
志
を

持
っ
た
生
徒
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
。

人
の
役
に
立
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
「
志
授
業
」

学
校
全
体
の
取
り
組
み

掃
除
や
あ
い
さ
つ
な
ど
地
道
な
努
力
が
学
び
続
け
る
力
に
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◎
安
心
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
れ
ば
内
面
を
語
り
出
す

　

私
が
代
表
を
務
め
る
任
意
団
体
「
ハ
タ
モ
ク
」
は
、

学
生
・
生
徒
が
社
会
人
と
働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
を

語
り
合
う
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。「
ハ
タ
モ
ク
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
学
校
で
行
う
場
合
に
は
、
生
徒

３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
大
学
生
か
社
会
人
が
１
人
ず

つ
加
わ
り
、
働
く
目
的
や
将
来
の
夢
な
ど
を
テ
ー
マ
に

語
り
合
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
「
自
分
は
何
が
し
た
い

の
か
」「
な
ぜ
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
の
か
」
な
ど
に
つ

い
て
、
私
た
ち
大
人
に
自
分
の
言
葉
で
話
し
て
く
れ
ま

す
。「
中
学
生
が
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
る
の
か
」
と
、
驚

く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
「
思
春
期
の
子
ど
も
が
見
ず
知
ら
ず
の
大
人
に
、
そ
ん

な
内
面
ま
で
話
す
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。
確
か
に
始
ま
る
時
は
、
初
対
面
の
大
人
を
前

に
し
て
身
構
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
打
ち
解
け
て
語

り
合
え
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
ず
大
人
が
自
分
の
悩
み
や
失

敗
談
な
ど
を
話
し
、
生
徒
と
の
距
離
を
縮
め
ま
す
。
最

初
に
語
り
合
う
話
題
に
も
気
を
配
り
、「
好
き
な
ア
イ
ド

ル
は
？
」「
得
意
な
教
科
は
？
」
な
ど
、
答
え
や
す
い
こ

と
を
聞
い
て
か
ら
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
こ
と
も
し
て

い
ま
す
。
た
ど
た
ど
し
か
っ
た
り
、
的
外
れ
だ
っ
た
り

す
る
返
答
に
も
、
大
人
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
に
よ
り
、
生
徒
が
安
心
し
て
発
言

で
き
る
雰
囲
気
が
グ
ル
ー
プ
内
に
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

さ
え
出
来
れ
ば
、「
ど
の
よ
う
な
働
き
方
、
生
き
方
が
し

た
い
か
」
と
い
っ
た
内
面
に
踏
み
込
ん
だ
問
い
に
対
し

て
も
、
生
徒
は
一
生
懸
命
に
考
え
て
話
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

◎
な
り
た
い
自
分
を
思
い
描
く
こ
と
で
主
体
的
に
な
れ
る

　

将
来
、
自
分
が
何
を
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方

向
に
進
み
た
い
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
に
は
答
え
る
人

の
数
だ
け
正
解
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り
の
答
え
を

見
付
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
30
歳

を
過
ぎ
て
や
っ
と
見
付
け
ら
れ
ま
し
た
し
、
見
付
け
ら

れ
な
い
ま
ま
社
会
に
出
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
社
会

に
出
る
ま
で
の
時
間
が
あ
る
う
ち
に
、
模
範
解
答
の
な

い
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
考
え

る
習
慣
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
、
私
た
ち
は
中
学
生

を
対
象
に
し
た
「
ハ
タ
モ
ク
」
も
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
が
日
常
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

普
段
の
語
り
掛
け
が
最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
教
科
指
導
で
正
解
を
問
う
だ
け
で
な
く
、
先
生
が

な
ぜ
そ
の
発
問
を
し
た
の
か
を
生
徒
に
質
問
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
先
生
方
は
生
徒
が
安
心
し
て

発
言
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、

き
っ
と
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
う
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
方
が
１
人
ず
つ
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、

「
ハ
タ
モ
ク
」
の
よ
う
に
語
り
合
う
こ
と
も
、
方
法
の
１

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
を
異
学
年
混

合
に
し
て
み
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ハ
タ
モ
ク
」

で
大
人
が
生
徒
に
し
た
よ
う
に
、
先
生
や
先
輩
が
生
徒

の
話
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
有
意
義
な
話

し
合
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
の
経
験
で
は
、
多
様
な

大
人
と
交
流
す
る
方
が
、
生
徒
の
視
野
が
広
が
り
、
考

え
も
深
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
住
民

と
い
っ
た
学
校
外
の
大
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
話
す
機
会
が
出
来
る
と
、
取

り
組
み
は
更
に
充
実
す
る
は
ず
で
す
。

　

な
り
た
い
自
分
像
が
見
え
て
く
れ
ば
、
日
々
の
学
習

や
進
路
選
択
に
対
す
る
生
徒
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。
周
囲
の
価
値
観
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
価
値
観
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
自
分
の
人
生
に
対
す
る

当
事
者
精
神
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
中
学

生
と
語
り
合
う
中
で
、
彼
ら
が
主
体
的
に
判
断
し
、
行

動
す
る
た
め
の
力
を
十
分
に
秘
め
て
い
る
と
、
私
は
確

信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
整
え
る
環
境
次
第
で
、

生
徒
が
先
生
方
の
期
待
以
上
に
力
を
伸
ば
す
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
実
践
す
る
子
ど
も
の
心
へ
の
火
の
つ
け
方　
　
学
校
外
で
子
ど
も
と
向
き
合
う
人
た
ち
に
意
欲
の
引
き
出
し
方
を
聞
い
た

「ハタモク」では、生徒の「Base（なりたい自
分）」を浮かび上がらせるために、「Why（なぜ）」
「What（何を）」「Where（どこで）」「How（ど
のように）」の４種類の質問を用意。「何がした
いのかが分からない」と悩む生徒でも、複数の
視点から問うことで目的を見い出せるという

図 ハタモクで使う４種類の質問

Base

Why What

How Where

ハ
タ
モ
ク
代
表

與
良
昌
浩　
よ
ら
・
ま
さ
ひ
ろ  

株
式
会
社
も
く
て
き
代
表
取
締
役
。
伊
藤
忠

商
事
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
、
ユ
ー
エ
ス
エ
ス

な
ど
を
経
て
、
現
職
。

大
人
と
の
語
り
合
い
で
人
生
の
当
事
者
精
神
を
生
み
出
す

ハ
タ
モ
ク
代
表　

與
良
昌
浩
さ
ん
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生徒の心に火をつける

◎
対
話
を
通
し
て
、
子
ど
も
自
ら
考
え
、
判
断
さ
せ
る

　

株
式
会
社　

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
育
成
・
普
及
部

で
は
、
地
域
の
小
・
中
学
校
の
体
育
の
授
業
で
サ
ッ
カ
ー

を
教
え
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
、
中
学
校
の
部
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
選
手
を
養
成
す
る

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
運
営
ま
で
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
か
か
わ
る
子
ど
も
た
ち
の
競
技
能
力
は
も
ち

ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
意
欲
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

し
か
し
、
指
導
を
行
う
上
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ど

の
子
ど
も
に
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も

が
自
ら
進
ん
で
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
り
、
子
ど
も

の
自
信
と
や
る
気
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
考
え
、

行
動
し
、
良
い
決
断
の
出
来
る
選
手
を
育
て
る
こ
と
は
、

一
瞬
の
判
断
が
重
要
に
な
る
サ
ッ
カ
ー
で
は
不
可
欠
だ

か
ら
で
す
。
ま
た
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
姿
勢
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
指
導
陣
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
型
で
一
斉
指
導
を
す
る
の
で
は
な
く
、「
コ
ー

チ
は
こ
う
思
う
け
ど
、
き
み
は
ど
う
考
え
る
？
」
と
、

子
ど
も
た
ち
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

◎
大
切
な
の
は
、
双
方
向
性
、
個
別
対
応
、
継
続
性

　

以
前
、
私
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
指
導
を
し
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
厳
し
く
指
導
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
子
ど
も
が
こ
ち
ら
の
意
図
と
は
違
う
方
向

に
行
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
私
は
、

一
斉
指
導
を
や
め
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
現
状
を
じ
っ

く
り
観
察
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
迎
え
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
中
学
１
年
生
の

合
宿
。
通
常
は
起
床
や
就
寝
時
間
、
食
事
の
こ
と
な
ど

厳
し
く
言
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
指
導
は
行
わ
ず
、
全

て
子
ど
も
に
決
め
さ
せ
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
活
躍
し
た
選
手
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

指
導
を
行
わ
な
い
と
先
陣
を
切
っ
て
深
夜
ま
で
遊
ん
だ

り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。「
今
ま
で
厳
し
く
言
っ
て
き
た
こ
と
の
意
味
が
全

く
伝
わ
っ
て
い
な
い
」
と
愕
然
と
し
ま
し
た
が
、
睡
眠

不
足
で
体
調
を
崩
す
子
ど
も
が
出
て
き
て
も
、
あ
え
て

何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
終
日
の
試
合
で
は
、出
場
メ
ン
バ
ー
に「
よ
く
寝
て
、

よ
く
食
べ
て
い
た
選
手
」
を
選
び
、
戦
術
を
駆
使
し
て

７
対
０
で
大
勝
さ
せ
ま
し
た
。
試
合
後
、「
こ
の
試
合
は

競
技
力
で
は
な
く
、
合
宿
中
に
よ
く
寝
て
、
よ
く
食
べ

た
選
手
を
選
ん
だ
。
き
み
た
ち
も
競
技
力
は
十
分
あ
る

と
思
う
が
、
き
ち
ん
と
寝
て
食
べ
て
い
な
い
か
ら
、
体

調
が
良
く
な
い
よ
ね
。
寝
る
、
食
べ
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
。
合
宿
か
ら
帰
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
？
」

と
問
い
掛
け
ま
し
た
。
先
陣
を
切
っ
て
夜
中
ま
で
遊
ん

で
い
た
子
ど
も
は
そ
の
後
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
道
に
努
力
し
、
高
校
最
後

の
選
手
権
で
は
華
々
し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
チ
ー
ム
に
、

他
の
選
手
が
ミ
ス
を
す
る
と
「
や
め
て
し
ま
え
」
な
ど

乱
暴
な
口
を
き
く
自
分
勝
手
な
選
手
Ａ
が
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
他
の
選
手
と
の
関
係
が
悪
化
し
ま
し
た
が
、

私
は
し
ば
ら
く
何
も
言
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う

な
不
満
を
抱
い
て
い
る
の
か
を
観
察
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、Ａ
選
手
が
無
視
を
さ
れ
た
り
パ
ス
を
も
ら
え
な
か
っ

た
り
と
不
利
な
立
場
に
立
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
Ａ
選

手
に
「
今
の
状
況
を
ど
う
思
う
？
」
と
聞
い
た
の
で
す
。

す
る
と
、
Ａ
選
手
は
「
無
視
さ
れ
て
も
や
め
な
い
よ
。

僕
は
大
丈
夫
」と
言
い
ま
し
た
。こ
の
強
い
マ
イ
ン
ド
は
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
は
必
要
な
要
素
で
す
。

　

次
に
、
選
手
全
員
を
集
め
、「
Ａ
選
手
の
言
葉
を
聞
い

て
コ
ー
チ
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。
で
も
、
ど
ん
な
選
手

で
も
弱
み
は
あ
る
。
み
ん
な
の
気
持
ち
も
分
か
る
け
れ

ど
、
Ａ
選
手
の
良
い
と
こ
ろ
も
見
て
ほ
し
い
。
時
間
は

限
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を

伸
ば
し
た
方
が
い
い
と
思
う
け
ど
、
ど
う
か
な
？
」
と

問
い
掛
け
ま
し
た
。
一
方
、
Ａ
選
手
に
は
「
き
み
の
マ

イ
ン
ド
は
素
晴
ら
し
い
よ
。
で
も
、
乱
暴
な
言
葉
は
良

く
な
い
。
き
み
が
今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
の
な
ら
、

自
分
で
決
め
て
そ
う
し
な
さ
い
。
で
も
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
は
大
事
だ
よ
」
と
言

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ
選
手
は
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校

に
進
学
し
、キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、今
は
大
学
生
に
な
り
、

高
い
社
会
性
も
身
に
付
け
た
大
人
に
な
り
ま
し
た
。
個

人
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
、
互
い
の

良
さ
を
生
か
す
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
さ
せ
る
練
習
の

場
を
与
え
る
こ
と
も
、
大
切
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
体
験
を
通
し
て
多
く
を
学
び
ま
す
。
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、
自
分
で
考
え
る
機
会
を

た
く
さ
ん
与
え
る
こ
と
が
成
長
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

大
人
の
役
割
は
、
う
そ
を
つ
い
た
り
、
話
を
大
げ
さ
に

し
た
り
せ
ず
、
誠
実
に
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
。
そ
し
て
、
問
い
掛
け
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
、
決
断
で
き
る
よ
う

に
導
く
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社　

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

川
口
良
輔　
か
わ
ぐ
ち
・
り
ょ
う
す
け

育
成
・
普
及
部
、
育
成
・
ス
ク
ー
ル
グ
ル
ー

プ
長
。
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
や
、
Ｕ
ー
15
監
督
、

ス
カ
ウ
ト
な
ど
を
経
て
現
職
。

仲
間
と
共
に
考
え
、決
断
す
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る

株
式
会
社　

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ　

川
口
良
輔
さ
ん
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先
生
方
に
と
っ
て
「
教
師
の
側
か
ら
働
き
掛
け
な

く
て
も
、主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
」
を
育
て
る
こ
と
は
、

究
極
の
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。内
発
的
動
機
づ
け（
自

ら
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
の
こ
と
）
理
論
の
第
一
人

者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｌ
・
デ
シ
氏
は
、
人
が
学

び
に
対
す
る
主
体
性
を
獲
得
す
る
ま
で
の
段
階
を
図

の
よ
う
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

  

ま
ず
、
行
動
が
生
起
し
な
い
段
階
（
無
意
欲
・
無

関
心
）
か
ら
、
先
生
に
言
わ
れ
る
か
ら
仕
方
な
く
学

習
し
た
り
（
外
的
調
整
）、
義
務
感
や
先
生
の
期
待

に
応
え
る
た
め
に
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
取

り
入
れ
調
整
）。
や
が
て
学
び
の
重
要
性
や
必
要
性

を
自
分
で
も
認
識
し
は
じ
め
（
同
一
化
調
整
）、
更

に
は
学
び
に
関
し
て
自
分
な
り
の
価
値
観
を
形
成
し

て
（
統
合
化
調
整
）
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り

ま
す
。
最
終
的
に
は
自
ら
学
ぶ
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
（
内
発
的

動
機
づ
け
）
と
い
う
の
が
デ
シ
の
理
論
で
す
。

　

こ
の
デ
シ
の
理
論
を
意
識
し
な
が
ら
生
徒
の
様
子

を
見
て
み
る
と
、
同
じ
学
年
で
も
、
外
的
調
整
段
階

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
生
徒
や
、
同
一
化
調
整
段
階
に

達
し
て
い
る
生
徒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
の
生
徒

が
い
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
で
す
。教
師
の
役
割
は
、

個
々
の
生
徒
が
ど
の
段
階
に
い
る
か
を
つ
か
み
、
生

徒
が
次
の
段
階
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う

に
、
働
き
掛
け
を
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

生
徒
の
成
長
段
階
を
一
律
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

個
別
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

多
様
な
段
階
の
生
徒
が
い
る
中
で
、
先
生
方
の
一

番
の
悩
み
は
、
そ
も
そ
も
学
習
に
参
加
し
よ
う
と
し

段
階
を
踏
み
な
が
ら

生
徒
を
自
発
的
な
学
び
に
向
か
わ
せ
る

上
越
教
育
大
教
授

中
山
勘
次
郎

言
わ
れ
た
こ
と
に
は
取
り
組
む
が
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
て
動
く
生
徒
が
少
な
い
と
聞
く
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
教
師
は
生
徒
を
自
発
的
な
学
び
へ
と
向
か
わ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
働
き
掛
け
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
へ
の
動
機
づ
け
論
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
上
越
教
育
大
の
中
山
勘
次
郎
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

多
様
な
段
階
の
生
徒
が

同
じ
学
年
の
中
に
存
在
し
て
い
る

な
か
や
ま
・
か
ん
じ
ろ
う
◎
筑
波
大
大
学
院
博
士
課
程
心
理
学
研
究
科
単

位
修
得
退
学
。
専
攻
は
学
習
心
理
学
（
動
機
づ
け
論
）。
児
童
の
学
習
へ

の
動
機
づ
け
に
対
す
る
社
会
的
文
脈
の
影
響
性
が
研
究
テ
ー
マ
。
著
書
に

『
児
童
の
動
機
づ
け
志
向
性
と
社
会
的
場
面
に
お
け
る
達
成
行
動
』（
風
間

書
房
）
な
ど
。
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生徒の心に火をつける

な
い
生
徒
（
無
意
欲
・
無
関
心
の
段
階
）
の
存
在
で

し
ょ
う
。
彼
ら
は
「
言
わ
れ
た
か
ら
仕
方
な
く
勉
強

す
る
」
こ
と
さ
え
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

私
は
彼
ら
が
学
び
に
無
意
欲
で
あ
る
理
由
の
１
つ

に
、「
経
験
と
自
信
の
不
足
」
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
習
に
対
し
て
意
欲
的
な
態
度
を
示
す
生
徒

は
、過
去
に
失
敗
や
挫
折
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
少
々
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
さ
れ
て
も
、「
き
っ

と
ま
た
自
分
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
だ
」
と
い
う

自
信
を
持
っ
て
学
び
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
課
題
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
な
い

生
徒
は
、
自
分
の
能
力
よ
り
高
い
課
題
を
前
に
し
た

時
に
は
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は

学
び
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

　

鍵
を
握
る
の
は
、
彼
ら
に
自
信
と
経
験
を
積
ま
せ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
「
ま
だ
出
来

て
い
な
い
こ
と
」
で
は
な
く
、「
頑
張
れ
ば
今
の
力

で
も
出
来
る
こ
と
」
を
目
標
に
据
え
る
の
が
大
切
で

す
。
例
え
ば
、
30
分
間
集
中
し
て
授
業
を
受
け
る
の

が
精
一
杯
の
生
徒
な
ら
、「
30
分
間
集
中
す
る
こ
と
」

を
目
標
に
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
成
功
で

き
た
体
験
を
積
み
重
ね
る
と
同
時
に
、
ど
ん
な
行
動

が
有
効
だ
っ
た
の
か
を
し
っ
か
り
意
識
さ
せ
る
こ
と

で
、
学
び
へ
の
拒
否
反
応
を
軽
減
し
、
徐
々
に
学
習

に
参
加
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
く
の
で
す
。

　

多
く
の
生
徒
は
、
外
的
調
整
や
取
り
入
れ
調
整
の

段
階
に
あ
り
、
教
師
か
ら
言
わ
れ
な
い
と
学
習
し
よ

う
と
し
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
も
、
工
夫
次
第
で
生
徒
の
自
発
性
を
引
き
出
し

て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
語
の
授
業
で
、
漢
字
の
小
テ
ス
ト
を

ポ
イ
ン
ト
制
に
し
た
先
生
が
い
ま
す
。
テ
ス
ト
の
点

数
だ
け
で
は
な
く
、
準
備
学
習
や
出
来
な
か
っ
た
漢

字
を
復
習
し
た
時
間
も
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
加
算
し
、

テ
ス
ト
の
点
数
が
低
か
っ
た
場
合
で
も
し
っ
か
り
復

習
を
す
れ
ば
１
０
０
点
を
取
っ
た
場
合
と
同
じ
ポ
イ

ン
ト
を
与
え
る
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
イ
ン
ト
制
で
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
生
徒
を

学
習
に
向
か
わ
せ
る
」
と
い
っ
た
方
法
は
、
一
般
に

は
刺
激
を
与
え
る
の
を
止
め
て
し
ま
う
と
同
時
に
生

徒
は
や
る
気
を
失
う
の
で
、
学
習
が
継
続
し
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
先
生
は
、
準
備

学
習
と
復
習
に
高
い
配
点
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
こ

と
で
、「
学
習
は
テ
ス
ト
の
結
果
が
良
け
れ
ば
そ
れ

で
い
い
の
で
は
な
く
、
準
備
学
習
と
見
直
し
が
大
事

な
ん
だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ポ
イ
ン
ト
制
の

中
に
込
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
っ
た
生
徒
の
中
に
は
、
学
習
で
何
が
大
切
な
の
か

を
体
得
し
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
る
生
徒
が

出
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
義
務
感
や
周
囲
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
い
う

意
識
の
生
徒
を
も
う
一
段
上
の
段
階
に
引
っ
張
り
上

げ
て
い
く
に
は
、
先
生
が
そ
の
教
科
を
学
ぶ
こ
と
の

意
義
や
面
白
さ
を
、
ど
の
よ
う
に
生
徒
に
伝
え
て
い

く
か
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
中
学
校
で
は
学
ぶ
内
容

の
抽
象
度
が
高
ま
る
た
め
、
生
徒
は
「
こ
ん
な
学
習

を
し
て
、
い
っ
た
い
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
疑
問
を
抱
き
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た
生
徒
の

疑
問
に
対
し
て
、「
こ
れ
を
学
ぶ
と
、
生
活
の
こ
ん

な
場
面
に
役
立
つ
ん
だ
」「
モ
ノ
の
見
方
が
こ
う
広

が
る
よ
」
な
ど
と
、
生
徒
に
向
け
て
説
得
力
の
あ
る

言
葉
で
語
る
こ
と
。
教
師
に
そ
れ
が
出
来
る
か
ど
う

か
が
、
生
徒
を
自
発
的
な
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た
め

に
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
面
白
さ
を

生
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
か

図 内発的／外発的動機づけの段階モデル

自律的・
自己決定的

他律的・
被制御的

周囲からの働き掛けがある
（外発的動機づけ） 内発的

動機づけ

（行動が
  生起しない）

・強制された
・罰を避ける
・報酬を得る

・義務感
・期待に応える
・評価懸念

・社会的に
　重要だから

・将来必要
　だから

・個人的価値
・気づき

・興味・関心
・面白い

無意欲・
無関心

外的調整 取り入れ
調整

同一化
調整

統合化
調整

＊Ryan,1995,Ryan&Deci,2000 を基に中山教授が改変
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「H

ello, everyone. T
oday ,  s program

 is 
K
asahara Q

uiz Show
! A

re you ready?

」

　

多
治
見
市
立
笠
原
中
学
校
１
年
Ｃ
組
の
英
語
の

授
業
は
、
木
股
純
子
先
生
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
で

始
ま
っ
た
。
今
日
の
課
題
は
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
学

校
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
だ
。
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
入
っ
て
い
た
松
田
洋
和
先
生
が
、
活
動

で
はeye-contact, gesture, reaction

な
ど
が

大
切
だ
と
伝
え
た
後
、
生
徒
は
い
っ
せ
い
に
動
き

出
し
、
あ
ち
こ
ち
で
英
語
が
飛
び
交
い
始
め
た
。

　
「H

ow
 m

any tw
ins in K

asa-chu?

」
と
数

を
問
う
も
の
、「D

o you know
 M

bika?

」
と

学
校
活
動
の
名
称
の
意
味
を
問
う
も
の
、
校
章
の

写
真
を
示
し
て
「W
here is this?

」
と
尋
ね
る

も
の
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ク
イ
ズ
が
並
ぶ
。

回
答
者
が
正
解
に
驚
い
た
り
、
そ
の
表
情
に
出
題

者
が
得
意
げ
な
顔
を
見
せ
た
り
し
て
盛
り
上
が

る
。
活
動
の
中
盤
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
がchecking

も
大

切
と
「O

K
?

」「D
o you understand?

」
な
ど

を
紹
介
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
使
う
生
徒
も
い
た
。

　

最
後
の
振
り
返
り
で
は
「
Ａ
く
ん
が
前
よ
り

も
大
き
な
声
で
ク
イ
ズ
を
出
し
て
い
ま
し
た
」
な

ど
友
だ
ち
の
良
か
っ
た
点
を
発
表
す
る
生
徒
も
い

て
、
皆
、
満
足
そ
う
な
表
情
で
授
業
は
終
わ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
授
業

　

笠
原
町
で
は
一
小
一
中
と
い
う
環
境
を
生
か

し
、
２
０
０
３
年
度
に
文
部
科
学
省
「
研
究
開
発

学
校
」
の
指
定
を
受
け
て
以
降
、
小
中
連
携
の
英

語
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
は
幼
稚
園
・

保
育
所
と
も
連
携
し
、
幼
保
は
週
１
時
間
、
小
学

１
・
２
年
生
は
週
１
時
間
、
小
学
３
〜
６
年
生
は

週
2
時
間
、
中
学
生
は
週
４
時
間
、
外
国
語
活
動

ま
た
は
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
指
導
の
軸

は
「
笠
原
型
コ
ン
テ
ン
ト
・
ベ
イ
ス
ト
」。
他
の

教
科
や
領
域
の
既
習
内
容
を
生
か
し
た
素
材
を
取

り
入
れ
、
課
題
解
決
的
な
活
動
を
行
う
。
聞
く
・

話
す
・（
中
学
校
で
は
）
読
む
・
書
く
場
面
を
必

然
的
に
生
み
出
す
と
共
に
、
活
動
の
過
程
で
驚
き

や
発
見
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
授
業
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

冒
頭
の
「K

asahara Q
uiz Show

」
を
例
に

説
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
１
年
生
の
授
業
で
、
全

23
時
間
の
13
〜
18
時
間
に
当
た
り
、
単
元
目
標

は「
学
校
紹
介
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
制
作
で
き
る
」

だ
。
同
校
で
は
毎
年
11
月
に
中
部
大
の
留
学
生
を

School Data

小
中
の
綿
密
な
連
携
で
育
む

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
が

よ
り
重
視
さ
れ
る
中
、

中
学
校
の
英
語
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

今
号
は
、
10
年
前
か
ら
小
中
が
連
携
し
、

児
童
・
生
徒
が
聞
く
・
話
す
必
然
性
を
感
じ
さ
せ
る
活
動
を

取
り
入
れ
な
が
ら
英
語
教
育
を
行
っ
て
き
た

学
校
事
例
を
通
し
て
考
え
る
。 岐

阜
県
多
治
見
市
立
笠
原
中
学
校

多治見市立笠原中学校
◎1947（昭和22）年開校。文部科学省の研究
開発学校の指定を受け、笠原小学校と共に小
中連携の外国語活動・教育の研究に取り組む。
校長　柴田哲也先生／生徒数　296人／学級数
１０学級／所在地　〒507-0901　岐阜県多治見
市笠原町2455-12／ TEL　0572-43-4165
URL　ht tp://school .cit y.tajimi.l g.jp/
j-kasahr/

http://school.city.tajimi.lg.jp/j-kasahr/
http://school.city.tajimi.lg.jp/j-kasahr/
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招
い
た
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
が
、
留
学
生
の

参
加
者
が
年
々
減
っ
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
。
木
股
先
生
は
、
単
元
の
最
初
の
授
業
で
そ
の

問
題
を
提
起
。
生
徒
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
で
学
校
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
意
見
が

ま
と
ま
っ
た
。
そ
の
前
段
と
し
て
、
学
校
の
良
い

点
を
探
す
た
め
に
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会

を
行
っ
た
。

　
「
生
徒
は
自
分
た
ち
が
見
付
け
た
良
い
点
を
な

ん
と
か
ク
イ
ズ
に
し
よ
う
と
一
生
懸
命
で
す
。
で

す
か
ら
、
単
元
に
含
ま
れ
て
い
な
い
単
語
や
文
法

で
も
、
生
徒
が
使
い
た
い
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
さ
ず
に
、
言
語
材
料
を
与
え
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
時
に
必
要
な
言
葉
を
与

え
る
と
、生
徒
は
す
ー
っ
と
吸
収
し
て
い
き
ま
す
」

（
木
股
先
生
）

　

２
学
年
担
当
の
松
田
先
生
も
こ
う
話
す
。

　
「
２
年
生
で
行
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
テ
ー
マ

に
し
た
授
業
で
は
、
社
長
役
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
目
標
で
し
た
。
説
得
力
の
あ

る
内
容
に
し
よ
う
と
デ
ー
タ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

レ
ポ
ー
ト
を
英
語
で
作
成
し
ま
し
た
。
多
く
の
生

徒
が
苦
手
と
す
る
書
く
活
動
で
も
、
必
然
性
を
感

じ
る
と
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
」

小
学
校
で
の
活
動
を
知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る

　

生
徒
の
英
語
活
動
が
活
発
な
の
は
、
小
中
連
携

の
影
響
も
大
き
い
。
実
は
、
木
股
先
生
は
12
年
度

ま
で
の
３
年
間
、笠
原
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
今
の
中
１
生
を
小
６
で
指
導
し
、
生
徒

と
共
に
中
学
校
に
異
動
し
て
き
た
。松
田
先
生
は
、

木
股
先
生
の
授
業
に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

　
「
今
年
の
１
年
生
は
、
昨
年
の
１
年
生
以
上
に

英
語
活
動
に
積
極
的
で
す
。
木
股
先
生
が
生
徒
の

学
習
歴
や
意
識
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
大
切
に
し

た
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
あ
れ
だ

け
生
徒
が
意
欲
的
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
校

側
が
小
学
校
で
の
指
導
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」

　

小
中
は
こ
れ
ま
で
も
英
語
教
育
交
流
会
（
２
カ

月
に
1
回
）
な
ど
で
情
報
を
共
有
し
て
き
た
。
そ

れ
を
一
歩
進
め
て
、
12
年
度
か
ら
小
中
の
兼
任
教

師
を
１
人
置
き
、
小
学
校
で
の
指
導
を
い
か
に
中

学
校
に
引
き
継
ぐ
か
も
研
究
し
て
い
る
。

　
「
単
元
計
画
で
は
、
小
学
校
で
の
既
習
事
項
を

い
か
に
生
か
し
て
定
着
さ
せ
る
か
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
授
業
で
は
、
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
を

引
き
合
い
に
出
し
、『
あ
の
時
に
出
て
き
た
言
葉

だ
よ
ね
』
な
ど
と
言
っ
て
生
徒
に
思
い
出
さ
せ
、

系
統
立
て
て
説
明
し
、
体
験
が
知
識
と
し
て
定
着

す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」（
木
股
先
生
）

　
「am

, are, is

は
別
々
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、be

動
詞
と
い
う
１
つ
の
仲
間
だ
と
分
か
っ

て
す
っ
き
り
し
た
」
と
振
り
返
り
シ
ー
ト
に
書
い

た
生
徒
が
い
た
。
小
学
校
で
英
語
に
十
分
親
し
ん

で
い
る
分
、
中
学
校
で
は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

既
習
事
項
を
整
理
し
、
体
系
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、同
校
は
考
え
る
。

　
「
生
徒
は
、
自
分
の
考
え
を
英
語
で
発
信
す
る

活
動
を
小
学
１
年
生
か
ら
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
伝
え
合
う
、
理
解
し
合
う

と
い
う
相
互
関
係
が
築
か
れ
、
話
す
態
度
や
聞
く

態
度
が
き
ち
ん
と
身
に
付
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
生
徒
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
英
語
の
素
地
を

養
っ
て
お
く
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の

だ
と
実
感
し
ま
す
」
と
、
木
股
先
生
は
話
す
。

　

笠
原
町
は
外
国
人
が
多
い
地
域
で
は
な
く
、
街

で
外
国
人
と
会
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
も
１
人
な
の
で
、
授
業
中
に
生
徒
全
員
と
話

せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
生
徒
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
ク
イ
ズ
を
出
し
、
表
情
豊

か
に
英
語
で
答
え
る
。
国
際
交
流
の
日
に
大
勢

の
留
学
生
が
来
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
を
つ
く
る

│
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
し
て
の
英
語
を
指
導
す
る
１
つ
の
方
向
性
を

同
校
の
取
り
組
み
が
示
唆
し
て
い
る
。　

T
eachers

写真　クイズ大会は６グループの対抗戦。クイズを記し
たボードには写真やイラストも多用し、分かりやすく表
現。生徒は、出題者や回答者が１人に固定しないよう、
互いに発言を促していた

多
治
見
市
立
笠
原
中
学
校

松
田
洋
和

ま
つ
だ
・
ひ
ろ
か
ず　

２
学
年
担

任
。
英
語
科
。「
相
手
の
気
持
ち
を

大
切
に
す
る
、
心
豊
か
な
日
本
人

を
育
て
た
い
」

多
治
見
市
立
笠
原
中
学
校

木
股
純
子

き
ま
た
・
じ
ゅ
ん
こ　

１
学
年
副

担
任
。
英
語
科
。
小
学
校
を
兼
務
、

６
年
生
の
外
国
語
活
動
を
担
当
。

「
人
と
か
か
わ
る
大
切
さ
を
感
じ
ら

れ
る
学
級
づ
く
り
、
授
業
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
る
」



─前へ！前へ！！
ミドルリーダーの挑戦
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教
師
に
な
っ
て
最
初
の
７
年
間
、
私
は

自
分
の
出
身
中
学
校
に
勤
め
ま
し
た
。
先

輩
の
先
生
方
は
親
身
に
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
授
業
も
ク
ラ
ス
経
営
も
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
何
度
も
教
師
を
辞

め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

隣
の
ク
ラ
ス
で
は
授
業
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
の
に
、
私
が
授
業
を
行
う
ク
ラ
ス

で
は
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
て
、
生

徒
た
ち
は
ち
っ
と
も
楽
し
そ
う
に
は
見
え

ま
せ
ん
。
あ
あ
、
自
分
は
教
師
に
向
い
て

い
な
い
の
だ
と
情
け
な
い
顔
を
し
て
い

て
も
、
す
ぐ
に
自
分
の
授
業
が
う
ま
く

い
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
変
わ

ら
ず
失
敗
も
多
く
、「
や
っ
ぱ
り
私
は
教

師
に
向
い
て
い
な
い
」
と
思
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
し
た
。
で
も
、
落
ち
込
ん
で
い

る
時
に
限
っ
て
、
生
徒
が
「
先
生
、
今
日

の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
！
」「
良
く
分
か
っ

た
よ
！
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
ん

で
す
。
何
度
も
生
徒
に
救
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
に
甘
え
ら
れ

な
い
、
も
っ
と
上
手
に
授
業
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
悩
み
ま
し
た
。
本
当
に
、

教
師
と
し
て
の
私
の
成
長
は
と
て
も
時
間

が
掛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

教
師
と
し
て
の
自
分
の
あ
り
方
が
見
え

て
き
た
の
は
、
２
校
目
で
数
年
が
経
っ
て

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
「
も
う

大
丈
夫
」
と
言
え
る
よ
う
な
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
先
輩
に
質
問
し
、

本
を
読
み
、
授
業
参
観
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
校
外
の
勉
強
会
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
、
校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
な
る
と
信
じ
る
な
ら
、
何
で
も
積

極
的
に
取
り
組
み
な
さ
い
。
そ
し
て
、
自

分
自
身
も
勉
強
を
し
続
け
な
さ
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
初

任
校
時
の
校
長
先
生
の
言
葉
と
共
に
、
今

も
常
に
私
を
支
え
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

る
私
に
、
当
時
の
校
長
は
真
顔
で
、「
今
、

辞
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
３
年
間
は
し
っ

か
り
勉
強
し
な
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

ほ
ど
で
す
。

　

２
年
目
に
、
私
は
校
長
に
連
れ
ら
れ
て
、

県
中
英
研
の
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
学

校
に
も
尊
敬
で
き
る
先
輩
の
先
生
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
が
、
学
校
の
外
に
は
更
に

す
ご
い
先
生
が
大
勢
お
ら
れ
、
生
徒
の
た

め
に
自
主
的
に
勉
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
だ
っ
た
ら
、
経
験
の
な
い

私
な
ど
は
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い

│
そ
う
実
感
し
ま
し
た
。

　

実
際
、
私
は
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
し
た
か
ら
と
い
っ

よしだ・きみこ◎教職歴29年。鳥栖市立田代
中学校などに勤務後、同校に赴任して３年目。
担当教科は英語科。佐賀県の「スーパーティー
チャー」として活躍。同校は2009年度から３
年間、三田川小学校と外国語活動・教育に関す
る小中連携の研究開発学校の指定を受けた。

「
３
年
間
は
我
慢
し
な
さ
い
」

「
勉
強
を
続
け
な
さ
い
」

背
中
を
押
し
た
校
長
の
言
葉

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

皆で授業を改善していく文化を
私を育ててくれたこの地に根付かせたい

佐賀県吉野ヶ里町立三田川中学校 吉田喜美子 51歳

Middle Middle
          Leader    Leaderader



◎吉田先生がアドバイザーを務める佐賀県中学校教育研究会英語部会では

「自ら発信する力・人とかかわり合う力を育てる」を目標に、①質問・応答

する力、②説明する力、③要約する力、④コメントする力に焦点化した『佐

賀メソッド』を研究している。全県的に英語の学習意欲が高まり、「書くこと」

へのハードルが下がるなどの成果が見られ、全国から注目を集めている。

『佐賀メソッド』の２０１２年度の研究発表紀要。Small Output 活動を軸としたBackward 
Design によるプロジェクト型学習がテーマだった

『佐賀メソッド』
◎吉田先生がアドバイザ
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私
は
今
も
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
授
業
を

見
学
し
ま
す
が
、「
こ
の
先
生
の
授
業
は

す
ご
い
！
」
と
感
動
す
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
学
級
通
信
１
つ
を
と
っ
て

も
、「
ど
う
し
た
ら
こ
ん
な
に
楽
し
く
作

れ
る
の
か
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
！
」
と

思
う
ほ
ど
、
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野

を
お
持
ち
で
す
。
自
分
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
勉
強
で
き
る
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

勉
強
し
て
得
た
も
の
を
、
教
室
に
持
ち

帰
っ
て
試
し
て
み
る
と
、
生
徒
の
反
応
が

明
ら
か
に
変
わ
り
、「
先
生
、分
か
っ
た
！
」

「
言
え
た
よ
！　

書
け
た
よ
！
」
と
言
っ

て
く
れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の

生
徒
の
笑
顔
は
、
教
師
と
し
て
の
自
分
の

勉
強
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
他
の
先
生
方
と
一
緒
に
、
勉
強
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
が
付
い
た
の

は
、
現
場
を
離
れ
て
県
の
教
育
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
い
た
２
０
０
５
年
度
、「
辞

書
指
導
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
県
内
開
催

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
生

徒
の
主
体
的
な
家
庭
学
習
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
主
な
目
的
に
、
英
和
・
和
英
辞
書

の
効
果
的
な
活
用
法
を
生
徒
に
身
に
付
け

さ
せ
る
指
導
を
、
東
京
な
ど
か
ら
著
名
な

先
生
方
を
招
い
て
皆
で
学
ん
だ
の
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
皆
で
勉
強
す
る
こ
と

が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
！
」「
う
れ
し

く
て
泣
け
て
し
ま
っ
た
研
修
は
初
め
て
で

す
」
と
い
っ
た
言
葉
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ

と
が
で
き
、
私
も
同
じ
目
標
を
持
っ
て
一

緒
に
努
力
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
達
成
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

教
師
に
と
っ
て
、
１
人
で
黙
々
と
勉
強

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
皆
で

一
緒
に
勉
強
す
る
時
、
そ
こ
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
１
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
く
感
動
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
は
皆
、
同
じ
よ
う

な
こ
と
に
悩
み
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
知

り
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
私
は
「
皆
で
学
ん

で
い
く
文
化
」
を
大
切
に
し
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

06
年
度
か
ら
毎
年
、
吉
野
ヶ
里
町
の
協

力
を
得
て
公
共
施
設
を
借
用
し
、
英
語
指

導
に
関
す
る
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
講
師
は
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
を

お
招
き
し
、
参
加
者
も
中
学
校
や
高
校
の

先
生
の
み
な
ら
ず
、
塾
の
先
生
、
大
学
の

先
生
や
外
国
人
講
師
、
大
学
生
と
幅
広
く

い
ま
す
。
自
主
的
な
会
で
す
か
ら
、
当
日
、

机
を
並
べ
た
り
、
弁
当
の
準
備
を
し
た
り

す
る
の
も
、
県
東
部
地
区
に
あ
る
中
学
校

の
英
語
の
先
生
方
が
率
先
し
、
皆
で
協
力

し
て
行
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
皆
の
力
が

１
つ
に
な
っ
て
い
く
感
動
と
、
学
ん
だ
こ

と
を
実
践
し
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
笑
顔

に
な
る
感
動
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
で
同
じ
方
を
向
き
、
一
緒
に
楽
し
く

学
べ
る
文
化
を
、
こ
れ
か
ら
も
佐
賀
県
に

根
付
か
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
誰
か
１

人
が
引
っ
張
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
皆

で
考
え
、
全
国
に
誇
れ
る
佐
賀
県
の
授
業

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。
そ
れ
は
き
っ
と
、

こ
れ
ま
で
私
が
学
ん
だ
多
く
の
先
輩
方
へ

の
恩
返
し
に
な
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

教
師
が
一
緒
に
努
力
し
、

達
成
感
を
味
わ
え
る
文
化
を

佐
賀
県
に
根
付
か
せ
た
い

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩

吉田先生たちの
取り組み

歩歩歩
一
歩
一
歩
な
一
歩
な
一
な
た
な
た
な
た
新
た
新
た
新
る
新
る
新
る
い
る
い
る
い
て
い
て
い
て
し
て
し
て
し
と
し
と
し
と
う
と
う
と
う
そ
う
そ
う
そ
う

出
そ
出
そ
出
そ

み
出
み
出
み
出

踏
み
踏
み
踏
み

が
踏
が
踏
が
踏

私
が
私
が
私
が
私、私
今
、私
今
、
今今今今



◎特集の「主体的に取り組む言語活動の工夫」は、まさ
に本校でも課題にしている内容であり、大変参考になり
ました。誌面では、単なる話し方や聞き方の指導が論じ
られているのではなく、その根底にある「問い」が生徒
にとって大切であること、言語活動をしたくなる、ある
いは必要となる文脈とすることなど、必然性とリアリ
ティーを持って記述されていて、共感する部分が多かっ
たです。

◎横浜国立大・髙木展郎教授のインタビュー、佐賀県小
お

城
ぎ

市立三日月中学校での取り組みは、生徒の「分からない」
という意識を授業後に「分かった」に変えるための取り
組みとして、「リアルな問い」＝「知的な意欲を揺さぶる
発問」がいかに大切であるかが具体的に述べられていま
した。非常に参考になりました。

◎小城市立三日月中学校の「単元を貫く『リアルな問い』
で学びの楽しさや価値に気付かせる」という事例には、
気付かされることが多くありました。世の中にある事物
のうち、生徒が興味を持てるようなものを単元に盛り込

んで問いとするという手法は、いろいろなことに応用で
きると思います。

◎「言語活動をどう授業の中で組み込み成果を積み上げ
ていくか」という点で、大阪府高槻市立冠中学校の実践
は大いに参考になりました。「まなびのプラン」「まなび
のステップ」は、生徒たちにとってイメージしやすく、
しかも授業のポイントがつかめるものだと思います。教
える側にとっても、これをしっかり押さえることによっ
て、授業づくりがしやすくなります。使いこなすまでじっ
くりと練り上げてみたい事例であり、すぐに自校に取り
入れたいと思います。

◎「これからの教育」の東京都渋谷区立松
しょう

濤
とう

中学校は、
ＡＬＴ４人を配置するなど、小規模校の持ち味を生かし
た実践に、マンパワーの部分では本校とギャップを感じ
ましたが、英語の授業だけでなく、実技４科目の授業、
修学旅行での他団体との連携と、一貫してコミュニケー
ションのための英語を使う場を設けていることに敬服い
たしました。知恵と工夫次第で、いろいろな特色を出せ
ると勇気をいただきました。

2013 Vol.1特集「主体的に取り組む言語活動の工夫」へのご意見

今号より「ベネッセ教育総合研究所」から『VIEW21』を発刊する運びとなりまし
た。今まで同様、学校現場が抱える切実な課題に向き合い、先生方とともに解決
策を考えていくという編集方針は変えません。それに加えて、これからの社会を中学
生が生き抜いていくために、どのような力や姿勢が必要なのかを探り、発信をしてま
いります。今後ともご指導のほどよろしくお願いします。

ベネッセ教育総合研究所情報編集室室長　小泉和義

編集後記

発行人 岡田晴奈
編集人 谷山和成
発行所　　　（株）ベネッセコーポレーション
 ベネッセ教育総合研究所
印刷製本　　凸版印刷（株）
編集協力　　（有）ペンダコ
執筆協力 中丸満、長谷川敦
撮影協力 荒川潤、川上一生、松原誠、

南弘幸
イラスト協力 カモ、幸剛
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「ベネッセ教育総合研究所」ウェブサイト（http://berd.benesse.jp）でご覧いただけます。

情報編集室
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3390

ベネッセ教育総合研究所は、

子どもたちの成長に寄り添う研究と

社会への発信を通して、

一人ひとりが学びに向かい、

今と未来を“よく生きる”ことに

貢献することを目指しています。

研究所教育総合研究ベネッセ教ッセ教 所は、

う研究と成長に寄り添う子どもたたちの成

子どもは未来

『VIEW21』中学版では、企画や誌面づくりのFAXアンケートにご協力い
ただける先生を募集しています。今年度中学校にご勤務されている先生に、
年５回程度のFAXアンケートをお願いする予定です。次回からのご回答謝
礼として、1回につき５００円の図書カードと本誌１冊を、中学校のご住所宛
てに送付・進呈いたします。ぜひご応募ください。

のご案内
◎応募方法〈締め切り：8月30日（金）受信分まで〉
下記の❶～❺をＡ４用紙１枚（書式自由）にご記入の上、
FAX 0120-959-887（送信料無料） にお送りください。
❶ご勤務先の中学校の郵便番号、住所　❷学校名　❸お名前　❹
役職［1：校長　２：副校長　３：教頭　４：教務主任　５：学年主任　６：
研究主任　7：生徒指導主事　8：進路指導主事　9：一般教諭（担
任あり）　10：一般教諭（専科）　11：その他］　❺担任の場合の学年
＊2013年11月中旬予定のアンケートの発送をもって結果のお知らせといたします。
（応募多数につき、お願いが出来ない場合は９月下旬頃に封書にてご連絡いたします）

読 者 の ペ ー ジ

読 者 モ ニ タ ー 募 集

［岐阜県／Ｋ中学校］

［岡山県／Ｆ中学校］

［東京都／Ｄ中学校］

［鹿児島県／Ｔ中学校］

［長野県／Ｉ中学校］
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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌

中学版

私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .3 は 11月上旬発行（予定）です

Vol.1 主体的に取り組む言語活動の工夫

Vol.4 中学１年生の良さを伸ばす

Vol.3「自律的な学習者」を育てる学び方指導

Vol.2 主体的な進路選択　─自らの意思と責任で決める力を育てる

V o l .2
2 0 1 3

生徒を、学校を元気にする術をその言葉と行動に学んだ
愛知県岡崎市立翔南中学校校長　加藤政幸

皆で授業を改善していく文化を私を育ててくれたこの地に根付かせたい
佐賀県吉野ヶ里町立三田川中学校　吉田喜美子

ミドルリーダーの挑戦
─前へ! 前へ!!

全国の校長先生に無料で年４回お届けしています

過去1年間の
特集テーマ

Back Number

2012

2013

表紙の学校　香川県まんのう町立満濃中学校

地域と絆を結ぶ防災教育
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校内研修で
ご活
用ください

★

Benesse発
これからの教育 小中の綿密な連携で育む英語コミュニケーション能力　岐阜県多治見市立笠原中学校

インタビュー

特集 学校事例 宮城県名取市立増田中学校　／　福井県永平寺町永平寺中学校
東京都世田谷区立太子堂中学校　／　三重県四日市市立楠中学校

インタビュー 上越教育大教授　中山勘次郎

コラム ハタモク代表 與良昌浩　／　川崎フロンターレ 川口良輔

生徒の心に火をつける

　２０１３年４月に完成したまんのう町立満濃中学校の
新校舎は、地域の避難所としての機能を併せ持つ。こ
の日は町職員と県の防災士が来校し、各クラス代表２
人と生徒会役員の計３０人が参加して、避難所設備の
見学が行われた。非常食の備蓄庫や下水道に直結して
設置できる簡易トイレなどの説明に、熱心にメモを取
る生徒たち。質疑応答では、設備の質問以外に「中学
生が役に立てることは何か」と尋ねる生徒もいた。「避

町職員の避難所の機能説明後、生徒からは「何人収
容できるのか」「避難所で病人が出たらどうすればよ
いのか」などの質問が出された

停電時のための自家発電装置
と専用の燃料タンク、プールの
水を飲料に浄化できる装置が
学校にあることに驚く生徒たち

まんのう町が主催した
「防災ボランティア養成
講習会」に生徒の有志
が参加

炊き出しや応急手当の仕
方を、地域の人たちと共
に日本赤十字社の講師
から学んだ

難所には高齢者や小さな子どもも来る。きみたちが被
災者であっても、周りと声を掛け合い手助けをするこ
とが大切」という防災士の言葉に生徒は深くうなずく。
　地域の人に必要とされていると感じることが、いざ
という時にも共助の行動につながる。生徒たちは地域
のお祭りやボランティア活動の呼び掛けに、積極的に
参加するようになった。新校舎による新たな船出は、
地域との絆を深める心も育てていく。

ベネッセ　研究 検索でまたは

http://berd.benesse.jp
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